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本書について

このインストール・ガイドには、IBM® Rational® Developer for System z® バージョ
ン 7.6.1 のインストールおよびアンインストールを行うための手順が記載されてい
ます。

本書では以下の作業について説明します。

v インストールの準備

v IBM Rational Developer for System z のインストール

v 必要なワークステーション・ソフトウェアおよびオプションのワークステーショ
ン・ソフトウェアのインストール

v System z コンポーネントのインストール

v RSE Server for Multiplatform のインストール

v インストールにおける既知の問題および制限事項の理解

本書では、以下の名前が使用されます。

v IBM Rational Developer for System z は Developer for System z と呼ばれます

v IBM Rational Developer for System z Common Access Repository Manager は、
Common Access Repository Manager と呼ばれ、CARMA と省略されます

注: 本書に記載されている構成情報は、IBM Rational Developer for System z バー
ジョン 7.6.1 のものです。
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本書の対象読者

本書は、ワークステーションで Developer for System z 7.6.1 クライアントをインス
トールおよび構成するプログラマーを対象としています。本書を使用するには、
Microsoft® Windows® オペレーティング・システムに精通している必要があります。
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Developer for System z についての詳細情報の入手先

本書には、Developer for System z の使用についての情報は含まれていません。詳細
については、オンライン・ヘルプを参照してください。

製品の問題および制限事項については、IBM Rational Developer for System z インス
トール・セットアップ CD の Documents¥nl¥en¥readme ディレクトリーにある
Readme76.html ファイルを参照してください。

更新された資料およびトラブルシューティング情報については、Developer for

System z Web サイトの「Library」ページ (http://www-306.ibm.com/software/

awdtools/rdz/library) を参照してください。
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第 1 章 Developer for System z の概要

Developer for System z には、ホスト・コンポーネントとワークステーション・クラ
イアント・コンポーネントがあります。ホスト・コンポーネントは一般にその設置
場所のシステム・プログラマーによってインストールされ、アプリケーション・プ
ログラマーに対して透過的です。本書ではこれ以降、ホスト・コンポーネントが特
に呼び出されない限り、Developer for System z という用語は、ツールのワークステ
ーション・コンポーネント (Eclipse プラットフォームで稼働するグラフィカル・ユ
ーザー・インターフェース) のことを指します。

Developer for System z は、Eclipse プラットフォーム (www.eclipse.org) で作成され
ている一揃いの開発ツールです。Eclipse プラットフォームはフレームワークとお考
えください。また、Developer for System z および他のバンドル・オファリングはツ
ール・コントリビューターとお考えください。

プリインストール作業
製品をインストールする前に、以下に示す手順を実行してください。

1. ご使用のシステムが 3ページの『第 2 章 クライアント・インストール要件』
で説明されている要件を満たしていることを確認します。

2. ユーザー ID が製品をインストールするために必要なアクセス権を満たしている
ことを確認します。 9ページの『ユーザー特権の要件』を参照してください。

3. 11ページの『第 3 章 インストールの計画』を読みます。

© Copyright IBM Corp. 2000, 2010 1
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第 2 章 クライアント・インストール要件

インストールの準備として、以下の要件を確認する必要があります。

v メディア要件

v ハードウェア要件およびソフトウェア要件

メディア要件
言及されている CD の名前は、以下の表に示すように、対応する電子イメージ・デ
ィレクトリーの名前で置き換えることができます。

表 1. CD と電子イメージ・ディレクトリーの名前の対応

CD 名 電子イメージ・ディレクトリー名

IBM Rational Developer for System z インスト
ール・セットアップ CD

RDz76Edition_Setup

注: Edition の値は、Developer for System

z の版によって異なります。

IBM Rational Developer for System z インスト
ール CD 1

RDz76¥disk1

IBM Rational Developer for System z インスト
ール CD 2

RDz76¥disk2

IBM Rational Developer for System z z/OS®

SMPE インストール CD

RDz76_zOS_SMPE

IBM Rational Developer for System z RSE

Server for AIX®、Linux®、および Linuxon

System z インストール CD

RDz76_RSE

IBM Rational Developer for System z ライセン
ス・アクティベーション CD

RDz76_License

IBM Rational Developer for System z ドキュメ
ンテーション CD

RDz76_Documentation

UML Profiles for COBOL Development 拡張機
能インストール CD

RDz76_UMLProfiles¥disk1

ワークステーションへ Developer for System z をインストールするには、以下のい
ずれかのメディアにアクセスできる必要があります。

v 以下の Developer for System z インストール CD

– IBM Rational Developer for System z インストール・セットアップ CD

– IBM Rational Developer for System z インストール CD 1

– IBM Rational Developer for System z インストール CD 2

v IBM Rational Developer for System z 電子イメージ

Developer for System z イメージを Passport Advantage® からダウンロードして展
開すると、以下の Developer for System z インストール用ディレクトリーがワー
クステーションに作成されます。

© Copyright IBM Corp. 2000, 2010 3



– RDz76Edition_Setup

– RDz76¥disk1

– RDz76¥disk2

追加オファリングのメディア
Developer for System z のメディアに加えて、Developer for System z にバンドルさ
れている他のオファリング用に追加のインストール・メディアがあります。これに
は、IBM Rational Business Developer または IBM Rational Application Developer が
含まれることがあります。ご使用できるバンドル・ソフトウェアは、どの版の
Developer for System z を購入したかによって異なります。本書ではこれ以降、
Developer for System z にバンドルされているこれらのオファリングは、バンドル・
オファリング と呼ばれます。

必要な System z コンポーネントを System z ホストへインストールするには、以下
のいずれかのメディアにアクセスできる必要があります。

v IBM Rational Developer for System z:

– IBM Rational Developer for System z z/OS SMPE インストール CD

v IBM Rational Developer for System z 電子イメージ

Developer for System z イメージを Passport Advantage からダウンロードして展
開すると、以下のディレクトリーが、必要なソフトウェアを System z ホストに
インストールするために使用されます。

– RDz76_zOS_SMPE

必要な System z サーバー・ツールのインストールについて詳しくは、「IBM

Rational Developer for System z ホスト・プランニング・ガイド」(GI88-4131)、
「IBM Rational Developer for System z Program Directory」(GI88-4172)、および
「IBM Rational Developer for System z Host Configuration Guide」(SC31-6930) を参
照してください。

試用版ライセンスを永続ライセンスに変換するには、以下のメディアにアクセスで
きる必要があります。

v IBM Rational Developer for System z

– IBM Rational Developer for System z ライセンス・アクティベーション CD

v IBM Rational Developer for System z 電子イメージ

Developer for System z イメージを Passport Advantage からダウンロードして展
開すると、以下のディレクトリーがライセンスの変換に適用されます。

– RDz76_License

ライセンスの変換について詳しくは、 61ページの『製品アクティベーション・キッ
トのインポート』を参照してください。

UML Profiles for COBOL Development 拡張機能をインストールするには、以下のい
ずれかのメディアにアクセスできる必要があります。

v IBM Rational Developer for System z

– UML Profiles for COBOL Development 拡張機能インストール CD

v IBM Rational Developer for System z 電子イメージ

4 IBM Rational Developer for System z: インストール・ガイド



Developer for System z イメージを Passport Advantage からダウンロードして展
開すると、以下のディレクトリーが UML Profiles for COBOL Development 拡張
機能のインストールに適用されます。

– RDz76_UMLProfiles¥disk1

このソフトウェアのインストールについて詳しくは、 75ページの『UML Profiles

for COBOL Development 拡張機能のインストール』を参照してください。

ハードウェア要件およびソフトウェア要件
以下の Developer for System z に関するハードウェア要件とソフトウェア要件は、
「IBM Rational Developer for System z の前提条件」にも記載されています。この資
料のコピーは、IBM Rational Developer for System z インストール・セットアップ
CD の Documents ディレクトリーにあります。

Developer for System z のクライアント前提条件
Developer for System z は、大規模ビジネス・アプリケーションを作成するユーザー
をサポートするためのライセンス・プログラムです。

このソフトウェアを使用するには、前提条件と相互必要条件があります。

ハードウェア要件
製品をインストールするためのハード・ディスクの最小スペース所要量に対応して
いることを確認します。インストール・プロセスの段階ごとのスペース所要量を次
の表に示します。

ハードウェア 要件

プロセッサー Intel® Pentium® III 800 MHz または互換性のあるプロセッサー

より性能のよいプロセッサーを推奨します。

メモリー 1.5 GB RAM

推奨最小容量: 2 GB RAM

ディスク・スペ
ース

IBM Rational Developer for System z の従来のデベロッパー役割をイン
ストールするには、1.1 GB のディスク・スペースが必要です。

その他のバンドル・ソフトウェアをインストールする場合には、5 GB

のディスク・スペースを推奨します。

v ディスク・スペース所要量は、インストールするフィーチャーに応じ
て削減することができます。

v 開発するリソース用に、追加のディスク・スペースが必要になりま
す。

v 製品をインストールするために電子イメージをダウンロードする場合
は、追加のディスク・スペースが必要になります。

v NTFS ではなく FAT32 を使用する場合は、追加のディスク・スペー
スが必要になります。

ディスプレイ 1024 x 768 の解像度で、256 色

これより高い解像度および色数の多いカラー・パレットを推奨します。

第 2 章 クライアント・インストール要件 5



ハードウェア 要件

その他のハード
ウェア

Microsoft マウスまたはその互換ポインティング・デバイス

ワークステーションの前提条件
製品をインストールする前に、システムがソフトウェア要件を満たしているかを確
認してください。

オペレーティング・システム: 以下のオペレーティング・システムがこの製品でサ
ポートされています。

製品名 必要な PTF またはサービス・レベル

Microsoft Windows 7.0 必要なサービス・レベルなし

Microsoft Windows XP Professional Service Pack 2

Microsoft Windows Server 2003 Enterprise

Edition

Service Pack 1

Microsoft Windows Server 2003 Standard

Edition

Service Pack 1

Microsoft Windows Server 2008 Enterprise

Edition

必要なサービス・レベルなし

Microsoft Windows Server 2008 Standard

Edition

必要なサービス・レベルなし

Microsoft Windows Vista Business 必要なサービス・レベルなし

Microsoft Windows Vista Enterprise 必要なサービス・レベルなし

Microsoft Windows Vista Ultimate 必要なサービス・レベルなし

注:

1. Developer for System z コンパイラーを使用して Windows バイナリーを作成す
ることは Windows 7.0 ではサポートされていません。

2. Developer for System z の言語サポートは、基本言語サポートを持つ、上記にリ
ストされたオペレーティング・システムに依存します。

3. Developer for System z は、Windows 2003 の 32 ビット・モードおよび
Windows 2008 の 32 ビット・モードの操作をサポートします。

4. Developer for System z は、IBM Java™ Development Kit (JDK) のバージョン
1.6 以降を使用する Eclipse IDE バージョン 3.4.2 で使用するために開発されて
います。この要件を満たす既存の Eclipse IDE のみが拡張可能です。

開発用ホスト環境/仮想化サポート:

製品名 バージョン 必要な PTF または
サービス・レベル

Windows Terminal Services Windows 2008 以降 使用可能なすべてのメンテ
ナンス

Citrix® (32 ビットおよび 64 ビ
ット)

Presentation Server 4.X 使用可能なすべてのメンテ
ナンス
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製品名 バージョン 必要な PTF または
サービス・レベル

VMware® vSphere 4.0 使用可能なすべてのメンテ
ナンス

注: Developer for System z は、64 ビット Windows を 32 ビット互換モードで使
用した Citrix 仮想環境下での実行をサポートします。

仮想化環境における IBM SWG 製品に対するソフトウェア・サポート・サービスに
ついて詳しくは、「VMware 環境における IBM SWG 製品に対するソフトウェア・
サポート (Software support for IBM SWG products in a VMware environment)」お
よび「Citrix Metaframe および Rational Team Unifying Platform バージョン 7.0 の
サポート・ポリシー (Support Policy for Citrix Metaframe and Rational Team

Unifying Platform version 7.0)」を参照してください。

ワークステーションの相互必要条件
Developer for System z では、インストールする Developer for System z 機能によ
り、インストールの前提条件としてこのセクションにリストされたソフトウェアの
インストールが必要となります。

注: サポートされるデータベース・サーバー、Web アプリケーション・サーバー、
およびその他のソフトウェア製品については、オンライン・ヘルプを参照して
ください。

TXSeries for Multiplatforms: 組み込み CICS® ステートメントを使用するアプリ
ケーションをサポートするには、以下のいずれか 1 つのレベルがインストールされ
ている必要があります。

プログラム
番号

製品名 必要な PTF またはサービス・レベル

5655-M15 TXSeries for Multiplatforms v 7.1 使用可能なすべてのメンテナンス

5655-M15 TXSeries for Multiplatforms v 6.2 使用可能なすべてのメンテナンス

5655-M15 TXSeries for Multiplatforms v 6.1 IZ00893

関連製品の Web サイトは次のとおりです。

http://www.ibm.com/software/htp/cics/txseries/

DB2 for Windows: 組み込み SQL ステートメントを使用するアプリケーションを
サポートするには、以下のいずれか 1 つのレベルがインストールされている必要が
あります。

プログラム
番号

製品名 必要な PTF または
サービス・レベル

5765-F35 DB2® Workgroup Server Edition v 9.5 フィックスパック 3 以上

5724-B55 DB2 Connect Personal Edition v 9.5 フィックスパック 3

5765-F41 DB2 Enterprise Server Edition v 9.5 for

Windows

フィックスパック 3 以上
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関連製品の Web サイトは次のとおりです。

http://www.ibm.com/software/data/db2/9/

注: プリコンパイルには DB2 Workgroup Server Edition v9.5 が、またホスト・デー
タベースへのアクセスには DB2 Connect™ Personal Edition v9.5 が必要です。

Rational Software Architect: UML から COBOL を生成する機能を使用するに
は、以下のアプリケーションがインストールされている必要があります。

プログラム
番号

製品名 必要な PTF または
サービス・レベル

5724-V88 Rational Software Architect v 7.5

関連製品の Web サイトは次のとおりです。

http://www-01.ibm.com/software/awdtools/swarchitect/standard/

Rational Team Concert for System z: Developer for System z リモート・プロジ
ェクトを使用した Jazz ベースのソース制御には、以下のレベルがインストールされ
ている必要があります。

プログラム番号 製品名

5724-V82 Rational Team Concert™ for System z Client v 2.0

関連製品の Web サイトは次のとおりです。

http://www-01.ibm.com/software/awdtools/rtcz/

注: Rational Team Concert Client v 1.0 または Rational Team Concert for System z

Client v 1.0.1 は、ローカル・プロジェクトなど、一部の Developer for System

z 機能を選択的にサポートします。統合性を高め、完全な機能に対応できるよう
にするには、 Rational Team Concert for System z Client v 2.0 を推奨します。

Web ブラウザー: README ファイルとインストール・ガイドを表示するには、以
下の Web ブラウザーのいずれかがインストールされている必要があります。

製品名 必要な PTF またはサービス・レベル

Microsoft Internet Explorer 6.0 以降 使用可能なすべてのメンテナンス

Firefox 1.5.x 以降 使用可能なすべてのメンテナンス

Adobe Acrobat Reader: 製品資料 PDF を正しく表示するには、以下のソフトウェ
アがインストールされている必要があります。

製品名 必要な PTF またはサービス・レベル

Adobe® Acrobat Reader Version 7.0 以降 使用可能なすべてのメンテナンス
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ユーザー特権の要件
IBM Rational Developer for System z をインストールするには、以下の要件を満た
すユーザー ID が必要です。

v ユーザー ID に 2 バイト文字が含まれていない。

v システムのすべてのユーザーに対しインストールする場合は、管理者グループに
属する ID が必要です。管理者特権がない場合、現行ユーザーに対してしかイン
ストールできません。
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第 3 章 インストールの計画

製品フィーチャーをインストールする前に、ここに記載されたすべてのトピックを
お読みください。インストールを実際に開始する前にインストール・プロセスの主
な段階を適切に計画および理解することによって、多くの問題を回避することがで
きます。

インストール方式
Developer for System z のインストール時に使用できる方式は数多くあります。

使用するインストール方式を決定する要因のいくつかは以下のとおりです。

v インストール・ファイルにアクセスするために使用するフォーマットと方法 (例
えば、CD または IBM Passport Advantage からダウンロードされたファイル)。

v ご使用のワークステーションにインストールするか、またはインストール・ファ
イルを企業内で使用可能にするか。

v Installation Manager の GUI を使用してインストールするか、またはサイレン
ト・インストールを実行するか。

使用する一般的なインストール方式は以下のとおりです。

v インストール CD からのインストール

v ワークステーションにダウンロードされた電子イメージからのインストール

v 共用ドライブ上の電子イメージからのインストール

v HTTP サーバー上のリポジトリーからのインストール

注: 後者の 3 つの方式では、Developer for System z をインストールするために、
サイレント・モードで Installation Manager プログラムを実行することを選択で
きます。サイレント・モードでの Installation Manager の実行について詳しく
は、 37ページの『サイレント・インストール』を参照してください。

CD からのインストール
この方式では、インストール・ファイルが入った所有 CD-ROM ディスクを使用し
て、一般に、各自のワークステーションに Developer for System z をインストール
します。手順の概要については、 25ページの『概要: インストール CD からの
Developer for System z のインストール』を参照してください。

電子イメージの使用

電子イメージの解凍
IBM Passport Advantage からインストール・ファイルをダウンロードした場合は、
インストールを開始する前に、Developer for System z およびインストールを希望す
るバンドル・オファリングの圧縮ファイルから電子イメージを解凍する必要があり
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ます。 Developer for System z 電子イメージは、自己解凍型の実行可能ファイルと
して圧縮されています。バンドル・オファリングは、zip ファイルなど様々な形式で
圧縮されています。

ワークステーションにダウンロードされた電子イメージからのインス
トール
この方式では、IBM Passport Advantage からダウンロードしたインストール・ファ
イルを使用して、ワークステーションに Developer for System z をインストールし
ます。手順の概要については、 26ページの『概要: ワークステーション上の電子イ
メージからの Developer for System z のインストール』を参照してください。

共用ドライブ上の電子イメージからのインストール
この方式では、企業内のユーザーが単一ロケーションから Developer for System z

のインストール・ファイルにアクセスできるように、共用ドライブに電子イメージ
を置きます。手順の概要については、 27ページの『概要: 共用ドライブ上の電子イ
メージからの Developer for System z のインストール』を参照してください。

HTTP サーバー上のリポジトリーからのインストール
この方式は、ネットワーク全体にインストールするための代替方法です。この方式
は前の方式とは異なります。異なるのは、Developer for System z のインストール・
ファイルを HTTP Web サーバーに配置するために、IBM Packaging Utility という
ユーティリティー・アプリケーション (Developer for System z インストール・メデ
ィアに付属) を使用しなければならない点です。IBM Packaging Utility は、HTTP

Web サーバーから直接 Developer for System z をインストールできるように、その
インストール・ファイルをパッケージ・フォーマットでコピーするために使用しま
す。このパッケージが入った HTTP Web サーバー上のディレクトリーは、リポジ
トリーと呼ばれます。同じリポジトリーをその他のオファリングおよび将来のサー
ビス更新に使用することができます。手順の概要については、 28ページの『概要:

HTTP Web サーバー上のリポジトリーからの Developer for System z のインストー
ル』および 29ページの『概要: HTTP Web サーバーへの Developer for System z

の配置』を参照してください。

フィーチャーのインストール
インストールするフィーチャーおよびバンドル・オファリングを選択して、
Developer for System z のインストールをカスタマイズすることができます。
Developer for System z のランチパッドにはユーザー役割のリストが用意されてお
り、そこから、企業内のデベロッパー役割に最も近い記述の役割を選択することが
できます。ユーザー役割を選択すると、デベロッパー役割に推奨される、Developer

for System z フィーチャーおよびバンドル・オファリングの組み合わせが選択され
た状態で、インストールが起動します。選択可能なユーザー役割およびバンドル・
オファリングは、購入した Developer for System z の版によって異なります。

代わりに、ランチパッド・プログラムからカスタム・インストールを起動できま
す。その場合は、すべての Developer for System z フィーチャーおよびバンドル・
オファリングがデフォルトで選択された状態でインストールが起動します。
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注: ユーザー役割を選択するか、カスタム・インストールの実行を選択するかに関
係なく、インストールを開始する前に、追加フィーチャーの選択および選択解
除ができるようになっています。デフォルトで選択されているフィーチャー・
セットに制限されているわけではありません。ユーザー役割および Developer

for System z ランチパッド・プログラムについて詳しくは、 29ページの『ラン
チパッド・プログラムの使用』を参照してください。

Installation Manager は、フィーチャー間の依存関係を自動的に強制し、必要なフィ
ーチャーが選択解除されないようにします。

注: パッケージのインストールが終了した後でも、Installation Manager で「パッケ
ージの変更」ウィザードを実行することにより、インストール済み環境にフィ
ーチャーの追加や除去ができます。詳しくは、 67ページの『第 8 章 インスト
ール済みパッケージの変更』を参照してください。

Developer for System z のフィーチャー
次の表は、インストール可能な Developer for System z のフィーチャー、およびデ
フォルトでそれらを含むユーザー役割を示しています。 Developer for System z に
バンドルされている他のオファリングの使用可能なフィーチャーについては、それ
らのオファリングの資料を参照してください。

注: チームおよびリポジトリーのサポート・フィーチャー (SCLM Developer Toolkit

と Rational ClearCase® SCM Adapter) および CARMA フィーチャーは、どのユ
ーザー役割からも選択されていません。対話するソフトウェア構成管理システ
ムに従い、これらフィーチャーのうち 1 つ以上を選択できます。

表 2. Developer for System z のフィーチャー

フィーチャー 説明 ユーザー役割

System z 統合開発環境 (必
須)

メインフレームに接続して、
COBOL、 PL/I、 アセンブラー、
C++、および Java でメインフレー
ム・ベースのアプリケーションを開発
するほかに、COBOL、PL/I、および
Java でワークステーション・ベース
のアプリケーションを開発できる、対
話式のワークステーション・ベース環
境を提供します。このフィーチャーに
は、AIX や Linux for System z など
他の環境への接続が含まれます。

v System z トラディ
ショナル・デベロ
ッパー

v サービス・デベロ
ッパー

v Web デベロッパー

v J2EE/WAS デベロ
ッパー

System z コード生成プログ
ラム

UML モデルまたはユーザー提供の入
力から、System z のアプリケーショ
ン・コード・スケルトンおよびロジッ
クを迅速に作成できる設計ツールおよ
びウィザードを提供します。

v System z トラディ
ショナル・デベロ
ッパー

v サービス・デベロ
ッパー

v Web デベロッパー

v J2EE/WAS デベロ
ッパー
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表 2. Developer for System z のフィーチャー (続き)

フィーチャー 説明 ユーザー役割

SCLM Developer Toolkit Software Configuration and Library

Manager (SCLM) 管理ソース・コード
にアクセスして操作するためのツール
を提供します。

ユーザー役割により
未選択

Rational ClearCase SCM

Adapter

IBM Rational ClearCase SCM プラグ
インおよび ClearCase MVFS プラグ
インを提供します。これらのプラグイ
ンにより、 ClearCase VOB およびビ
ュー・サーバーもインストールされて
いる場合に、スナップショット・ビュ
ーおよび動的ビューを使用して、
ClearCase のバージョン付きオブジェ
クト・ベース (VOB) 中のソフトウェ
ア成果物のバージョン管理を行うこと
が可能になります。

ユーザー役割により
未選択

CA Endevor Software Change

Manager

CA Endevor Software Change Manager

管理ソース・コードにアクセスして操
作するためのツールを提供します。

v System z トラディ
ショナル・デベロ
ッパー

v サービス・デベロ
ッパー

v Web デベロッパー

v J2EE/WAS デベロ
ッパー

Enterprise Service Tools for

CICS

Enterprise Service Tools for CICS

は、最新のアプリケーション・アーキ
テクチャーならびに既存の CICS ア
プリケーション・プロセスの変換およ
び再利用をサポートする、統合された
ツール・セットを提供します。これら
のツールは、Web サービス記述の生
成、および CICS TS や CICS Service

Flow Runtime を含み、直接 z/OS シ
ステムに対して成果物を処理するサー
ビス・フローをサポートします。
Enterprise Service Tools により、サー
ビス指向アーキテクチャー (SOA) へ
の移動が可能になります。

v サービス・デベロ
ッパー

v Web デベロッパー

v J2EE/WAS デベロ
ッパー

BMS Screen Designer 基本マッピング・サポート (BMS) マ
ップ・セットを視覚的に作成および変
更することができます。 CICS 開発
者で、端末ベースのツール (例えば
SDF II) に習熟した開発者や、GUI ベ
ースのツール (VA COBOL に組み込
まれた BMS エディターなど) に習熟
した開発者が使用できるようにデザイ
ンされています。

v System z トラディ
ショナル・デベロ
ッパー

v サービス・デベロ
ッパー

v Web デベロッパー

v J2EE/WAS デベロ
ッパー
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表 2. Developer for System z のフィーチャー (続き)

フィーチャー 説明 ユーザー役割

CICS コード生成プログラム UML モデルまたはユーザー提供の入
力から、CICS Transaction Server のア
プリケーション・コード・スケルトン
およびロジックを迅速に作成できる設
計ツールおよびウィザードを提供しま
す。例えば、UML モデルまたはデー
タベース・スキーマ定義を使用して、
DB2 テーブルに作成、読み取り、更
新、および削除のインターフェースを
提供する CICS トランザクションを
生成します。

v サービス・デベロ
ッパー

v Web デベロッパー

v J2EE/WAS デベロ
ッパー

CICS Service Component

Architecture

CICS にて Service Component

Architecture をサポートするツールを
提供します。新規および既存の資産を
再使用可能なコンポーネントおよびサ
ービスとして統合およびデプロイする
ことにより、従来の CICS システム
に付加価値を与えます。

v サービス・デベロ
ッパー

v Web デベロッパー

v J2EE/WAS デベロ
ッパー

Enterprise Service Tools for

IMS

Enterprise Service Tools for IMS™

は、最新のアプリケーション・アーキ
テクチャーならびに既存の IMS アプ
リケーション・プロセスの変換および
再利用をサポートする、統合されたツ
ール・セットを提供します。これらの
ツールは、Web サービス記述の生
成、および IMS SOAP ゲートウェイ
や IMS info 2.0 アプリケーションを
含み、直接 z/OS システムに対して成
果物を処理することをサポートしま
す。 Enterprise Service Tools によ
り、サービス指向アーキテクチャー
(SOA) への移動が可能になります。

v サービス・デベロ
ッパー

v Web デベロッパー

v J2EE/WAS デベロ
ッパー

MFS Screen Designer メッセージ形式サービス (MFS) メッ
セージの作成および変更と、ファイル
のフォーマット設定を行うことができ
ます。多くの情報管理システム (IMS)

プログラムは、端末装置との間で送受
信するメッセージをフォーマット設定
する IMS Transaction Manager 環境機
能の 1 つである、MFS に基づいてい
ます。

v System z トラディ
ショナル・デベロ
ッパー

v サービス・デベロ
ッパー

v Web デベロッパー

v J2EE/WAS デベロ
ッパー

IMS コード生成プログラム 共通のプログラミング・オブジェクト
を IMS アプリケーション・コードに
迅速に追加できるコード・スニペット
を提供します。

v サービス・デベロ
ッパー

v Web デベロッパー

v J2EE/WAS デベロ
ッパー
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表 2. Developer for System z のフィーチャー (続き)

フィーチャー 説明 ユーザー役割

データ・ツール テーブル、テーブル・ビュー、および
フィルターを操作するためのリレーシ
ョナル・データベース・ツールを提供
します。これらのツールでは、データ
ベース・テーブルのリバース・エンジ
ニアリングによって、または DDL ス
クリプトを使用することによって、物
理データベース・モデルを作成できま
す。このツールを使用して、SQL ス
テートメント、DB2 ルーチン (スト
アード・プロシージャーおよびユーザ
ー定義関数など)、および SQLJ、SQL

DDL、XML ファイルといった何種類
ものファイル・タイプを作成すること
もできます。

v System z トラディ
ショナル・デベロ
ッパー

v サービス・デベロ
ッパー

v Web デベロッパー

v J2EE/WAS デベロ
ッパー

System z Stored Procedures COBOL、PL/I、Java、または SQL で
書かれた DB2 ストアード・プロシー
ジャーを作成してテストし、z/OS シ
ステムに直接デプロイすることができ
ます。

v System z トラディ
ショナル・デベロ
ッパー

v サービス・デベロ
ッパー

v Web デベロッパー

v J2EE/WAS デベロ
ッパー

File Manager 多くのデータ・セット・タイプのデー
タの複数のビューとのフォーマット済
み編集セッションなど、IBM File

Manager for z/OS 機能を Rational

Developer for System z に提供しま
す。
注: このフィーチャーには、IBM File

Manager for z/OS のライセンスが必
要です。

v System z トラディ
ショナル・デベロ
ッパー

v サービス・デベロ
ッパー

v Web デベロッパー

v J2EE/WAS デベロ
ッパー

Fault Analyzer 異常終了する問題のリアルタイム分析
時に IBM Fault Analyzer for z/OS に
よって作成される障害エントリーを処
理できるようにします。
注: このフィーチャーには、IBM

Fault Analyzer for z/OS のライセンス
が必要です。

v System z トラディ
ショナル・デベロ
ッパー

v サービス・デベロ
ッパー

v Web デベロッパー

v J2EE/WAS デベロ
ッパー
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表 2. Developer for System z のフィーチャー (続き)

フィーチャー 説明 ユーザー役割

Common Access Repository

Manager (CARMA)

System z ベースのソース制御管理ツ
ールにアクセスするための、統一され
たインターフェースおよび一連のサー
ビスを提供します。 CARMA はま
た、カスタム・ソース制御管理システ
ムにアクセスおよび結合するためのフ
レームワークとして使用できる汎用グ
ラフィカル・ユーザー・インターフェ
ース (GUI) クライアントを提供しま
す。

ユーザー役割により
未選択。

プラグイン開発環境 (PDE) Eclipse プラグインを作成、開発、テ
スト、デバッグ、およびデプロイする
ためのツールを提供します。これらの
プラグインを使用して、Rational

Developer for System z Eclipse 環境の
拡張を行うことができます。

v System z トラディ
ショナル・デベロ
ッパー

v サービス・デベロ
ッパー

v Web デベロッパー

v J2EE/WAS デベロ
ッパー
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第 4 章 IBM Installation Manager

IBM Installation Manager は、Developer for System z および他のパッケージをワー
クステーションにインストールするプログラムです。また、インストールしたこれ
らのパッケージや他のパッケージを更新、変更、およびアンインストールします。
パッケージとは、Installation Manager を使用してインストールするように設計され
ている製品、コンポーネント・グループ、または単一のコンポーネントです。

IBM Installation Manager の最新情報については、下記アドレスのインストール・イ
ンフォメーション・センターにアクセスしてください。

http://publib.boulder.ibm.com/infocenter/install/v1r2/index.jsp

Installation Manager は、時間を節約するための数多くのフィーチャーを提供するイ
ンストール管理ツールです。コンピューターで製品パッケージのインストール、更
新、変更、およびアンインストールを行うのに役立ちます。インストールしようと
しているパッケージ、さらにすでにインストールされているパッケージ、およびイ
ンストール可能なパッケージを追跡します。最新バージョンのパッケージをインス
トールしようとしていることがわかるように、更新を検索します。また、インスト
ールするパッケージのライセンス管理や、パッケージの更新および変更を行うため
のツールも備えています。

Installation Manager には、パッケージの保守を、そのライフ・サイクルを通じて容
易にするための以下の 6 つのウィザードがあります。

v 「パッケージのインストール (Install Packages)」ウィザードは、インストール・
プロセスを順を追ってガイドします。単にデフォルトを受け入れてパッケージを
インストールするか、デフォルト設定を変更してカスタム・インストールを行う
ことができます。インストール前に、ウィザードを通じて選択した項目の完全な
概要が示されます。ウィザードを使用すると、1 つ以上のパッケージを一度にイ
ンストールすることができます。

v 「パッケージの更新」ウィザードは、インストールされているパッケージに対す
る使用可能な更新を検索します。更新は製品の、リリースされた修正、新規フィ
ーチャー、または新規バージョンのいずれかです。更新の内容の詳細が、ウィザ
ードで示されます。更新を適用するかどうかを選択できます。

v 「パッケージの変更」ウィザードは、すでにインストールされているパッケージ
の特定エレメントを変更します。パッケージの初回インストール時に、インスト
ールするフィーチャーを選択します。後で他のフィーチャーが必要になった場合
は、「パッケージの変更」ウィザードを使用して、パッケージにそれらを追加す
ることができます。また、フィーチャーを除去したり、言語を追加または除去す
ることもできます。

v 「パッケージのロールバック」ウィザードを使用して、インストールされている
製品の更新をアンインストールして、その製品の前のバージョンに戻すことがで
きます。

v 「ライセンスの管理」ウィザードは、パッケージのライセンスのセットアップに
役立ちます。試用版ライセンスをフル・ライセンスに変更したり、フローティン
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グ・ライセンス用にサーバーをセットアップしたり、パッケージごとに使用する
ライセンスのタイプを選択したりするには、このウィザードを使用します。

v 「パッケージのアンインストール」ウィザードは、コンピューターからパッケー
ジを除去します。複数のパッケージを一度にアンインストールすることができま
す。

Installation Manager のインストール
IBM Installation Manager は通常、Developer for System z インストール・プロセス
の一部として自動的にインストールされます。

Developer for System z をインストールしないで、IBM Installation Manager だけを
インストールする必要がある場合は、IBM Installation Manager インストーラーを使
用します。これは im.installer.win32.zip と呼ばれる zip ファイルとして提供さ
れます。このファイルは、物理インストール CD を使用する場合は IBM Rational

Developer for System z インストール・セットアップ CD の IMInstaller ディレク
トリーにあり、電子イメージをダウンロードした場合は RDz76Edition_Setup ディ
レクトリーにあります。IBM Installation Manager をインストールするには、以下の
手順を行います。

1. システム上の一時ディレクトリーに im.installer.win32.zip ファイルを unzip

して、インストール・ファイルを解凍します。IBM Installation Manager のイン
ストール・イメージを企業内の他のユーザーと共用したい場合は、他のユーザー
がそのイメージにアクセスできるように、ファイルの解凍を共用ドライブ上のロ
ケーションに行うこともできます。

2. システムの全ユーザーに対し管理者としてインストールする場合には、
install.exe プログラムを実行します。これは、IBM Installation Manager のイ
ンストール・イメージを解凍したディレクトリーのルートにあります。現行ユー
ザーに対してのみ非管理者としてインストールする場合には、userinst.exe プ
ログラムを実行します。

3. 画面のプロンプトに従って、IBM Installation Manager をインストールします。

また、以下の手順で、Installation Manager のサイレント・インストールを実行する
こともできます。

1. システム上の一時ディレクトリーに im.installer.win32.zip ファイルを unzip

して、インストール・ファイルを解凍します。IBM Installation Manager のイン
ストール・イメージを企業内の他のユーザーと共用したい場合は、他のユーザー
がそのイメージにアクセスできるように、ファイルの解凍を共用ドライブ上のロ
ケーションに行うこともできます。

2. 以下のコマンドを、インストール・イメージを解凍したディレクトリーのルート
から実行して、IBM Installation Manager のサイレント・インストールを実行し
ます。

v 管理者によるインストール:

installc.exe --launcher.ini silent-install.ini

v 非管理者によるインストール:

userinstc.exe --launcher.ini user-silent-install.ini
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IBM Installation Manager のインストールについて詳しくは、IBM Installation

Manager の資料を参照してください。

Installation Manager の開始
IBM Installation Manager は、Developer for System z のインストールを実行する
と、自動的にインストールされ、開始します。Installation Manager を手動で開始し
て、更新、変更、ロールバック、またはアンインストールをインストール後のパッ
ケージに対して行う必要がある場合は、以下を行います。

1. タスクバーから「スタート」メニューを開きます。

2.

v 管理者によるインストールの場合、「すべてのプログラム」->「IBM
Installation Manager」->「IBM Installation Manager」を選択します。

v 非管理者によるインストールの場合、「すべてのプログラム」->「My IBM
Installation Manager」->「IBM Installation Manager」を選択します。

Installation Manager のアンインストール
IBM Installation Manager をアンインストールするには、Windows で「プログラムの
追加と削除」パネルを使用する必要があります。

1. タスクバーから「スタート」メニューを開きます。

2. 「コントロール パネル」->「プログラムの追加と削除」->「IBM Installation
Manager」を選択します。

3. 「削除」ボタンをクリックして、オペレーティング・システムから出される指示
に従います。

注: すべてのパッケージがアンインストールされるまで IBM Installation Manager を
アンインストールすることはできません。

Installation Manager の使用

インストール・リポジトリー
インストール可能なオファリングまたはパッケージは、リポジトリーと呼ばれるロ
ケーションに保管され、それは HTTP Web サーバー、共用ネットワーク・ドライ
ブ、物理 CD、ご使用のローカル・マシンの上のいずれかになります。Installation

Manager は、これらのリポジトリーからパッケージを取り出して、それをシステム
にインストールします。

Developer for System z のインストールをランチパッド・プログラムから起動する
と、必要なリポジトリー情報が Installation Manager へ自動的に渡されます。
Windows の「スタート」メニューから手動で Installation Manager を開始するとき
は必ず、Installation Manager のリポジトリー設定に、インストールするパッケージ
が入ったリポジトリーを指定して、Installation Manager にその検索場所を知らせる
必要があります。詳しくは、 22ページの『Installation Manager でのリポジトリー設
定』を参照してください。
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組織によっては、独自の製品パッケージをイントラネット内でバンドルおよびホス
トする場合があります。このタイプのビジネス・ケース・シナリオについては、 12

ページの『HTTP サーバー上のリポジトリーからのインストール』を参照してくだ
さい。システム管理者から正しい URL を取得することが必要になります。

デフォルトでは、IBM Installation Manager は、インストールするそれぞれのパッケ
ージに組み込まれた URL を使用して、インターネット経由でリポジトリー・サー
バーに接続し、サービス更新や新規フィーチャーといったインストール可能なパッ
ケージを検索します。

Installation Manager でのリポジトリー設定
Developer for System z のインストールをランチパッド・プログラムから開始する
と、必要なリポジトリー情報がその開始時に Installation Manager へ自動的に渡され
ます。ただし、例えば Web サーバーにあるリポジトリーからパッケージをインス
トールするなどのために、Windows の「スタート」メニューから手動で Installation

Manager を開始する場合は、パッケージをインストールする前に、Installation

Manager の設定にリポジトリー・ロケーションを追加する必要があります。これ
は、Installation Manager の「設定」ウィンドウの「リポジトリー」パネルで行いま
す。デフォルトでは、Installation Manager は、それぞれの Rational ソフトウェア開
発製品に組み込まれた URL を使用して、インターネット経由でリポジトリー・サ
ーバーに接続し、インストール可能なパッケージ、更新、および新規フィーチャー
を検索します。お客様の組織で、イントラネット・サイトを使用するためにリポジ
トリーをリダイレクトすることが必要になる場合があります。

注: インストール・プロセスを開始する前に、必ず管理者からインストール・パッ
ケージのリポジトリー URL を取得してください。

Installation Manager でリポジトリー・ロケーションを追加、編集、または除去する
には、以下の手順を行います。

1. Installation Manager を開始します。

2. Installation Manager の「開始」ページで、「ファイル」->「設定」をクリックし
てから、「リポジトリー」をクリックします。「リポジトリー」ページが開きま
す。このページには、使用可能なリポジトリー、そのロケーション、およびアク
セス可能かどうかが示されます。

3. 「リポジトリー」ページで「リポジトリーの追加」をクリックします。

4. 「リポジトリーの追加」ウィンドウで、リポジトリー・ロケーションの URL を
入力するか、URL を参照してファイル・パスを入力してから、「OK」をクリッ
クします。新規または変更されたリポジトリー・ロケーションがリストされま
す。リポジトリーがアクセス不能である場合は、「アクセス可能」列に赤い x

が表示されます。

5. 「OK」をクリックして終了します。

パッケージ・グループと共用リソース・ディレクトリー
IBM Installation Manager を使用して Developer for System z をインストールすると
きは、パッケージ・グループおよび共用リソース・ディレクトリーを選択する必要
があります。
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パッケージ・グループ
インストール・プロセス中に、Developer for System z およびインストールする他の
バンドル・オファリングのパッケージ・グループを指定する必要があります。パッ
ケージ・グループは、パッケージが同じグループ内の他のパッケージとリソースを
共用するディレクトリーを表します。これはシェル共用として知られています。
Installation Manager を使用して Developer for System z およびバンドル・オファリ
ングをインストールする場合は、新しいパッケージ・グループを作成するか、パッ
ケージを既存のパッケージ・グループにインストールするかを選択することができ
ます。 (パッケージによっては、パッケージ・グループを共用できないことがあり
ます。このような場合は、既存のパッケージ・グループを使用するためのオプショ
ンは使用不可になります。)

注: 複数のパッケージを同時にインストールするときは、すべてのパッケージが同
じパッケージ・グループにインストールされます。

パッケージ・グループには、自動的に名前が割り当てられます。ただし、パッケー
ジ・グループのインストール・ディレクトリーはユーザーが選択します。

パッケージを正常にインストールして、パッケージ・グループを作成した後は、そ
のパッケージ・グループのインストール・ディレクトリーを変更できません。イン
ストール・ディレクトリーには、そのパッケージ・グループにインストールしたパ
ッケージに固有のファイルとリソースが入っています。他のパッケージ・グループ
が共用する可能性のあるパッケージ内の他のリソースは、共用リソース・ディレク
トリーに入れられます。

共用リソース・ディレクトリー
共用リソース・ディレクトリーは、異なるパッケージ・グループに入っている可能
性の高い、異なるパッケージによる共用が可能なリソースを保管しているディレク
トリーです。これらのリソースに共通のロケーションを使用すると、Installation

Manager は、複数のパッケージによって使用される同じリソースの個別コピーをイ
ンストールするのではなく、各リソースの 1 つのコピーのみをインストールしてデ
ィスク・スペースを節約できます。

重要: 共用リソース・ディレクトリーを指定できるのは、パッケージの初回インス
トール時の 1 回のみです。最適な結果が得られるように、最大のドライブを使用し
てください。すべてのパッケージをアンインストールしない限り、後でディレクト
リー・ロケーションを変更することはできません。

既存の Eclipse IDE の拡張
Developer for System z パッケージには、Eclipse 統合開発環境 (IDE) のバージョン
つまりワークベンチが含まれます。これは Developer for System z のインストール
時にインストールされます。ただし、すでにインストールされている既存の Eclipse

統合 IDE がワークステーションにある場合は、既存の環境に Developer for System

z 機能を追加することによって、その IDE を拡張できます。

Developer for System z のインストール中に、「パッケージのインストール」ウィザ
ードの「ロケーション」ページで「既存の Eclipse IDE の拡張 (Extend an existing
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Eclipse IDE)」オプションを選択して、既存の Eclipse IDE を拡張します。既存の
Eclipse IDE と、使用する Java 仮想マシン (JVM) のロケーションが求められま
す。

例えば、Developer for System z パッケージで提供される機能を取得したいが、
Developer for System z の機能を操作する際には現行 IDE の設定を使用したい場合
などに、既存の Eclipse IDE を拡張することができます。また、すでにインストー
ル済みのプラグインを操作して、Eclipse IDE を拡張することもできます。

既存の Eclipse IDE はバージョン 3.4 でなければなりません。また、拡張する IBM

Java Development Kit (JDK) は少なくともバージョン 1.6 を使用する必要がありま
す。Installation Manager は、指定された Eclipse 環境がインストール・パッケージ
の要件を満たすかどうかを検査します。要件を満たしていない場合には、その
Eclipse IDE を拡張できません。
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第 5 章 Developer for System z のインストール

インストール作業の要約
ここでは、Developer for System z のインストール時に使用する各種のインストール
方式の概要を示します。

概要: インストール CD からの Developer for System z のイン
ストール

このインストール・シナリオでは、インストール・ファイルが入った CD-ROM デ
ィスクを使用し、一般的なケースとして、ご使用のワークステーションに Developer

for System z をインストールする方法について説明します。

インストール CD からインストールする場合の一般的な手順は、以下のとおりで
す。

1. 1ページの『プリインストール作業』にリストされているプリインストール手順
を完了します。

2. IBM Rational Developer for System z インストール・セットアップ CD を
CD-ROM ドライブに挿入します。

3. システムで自動実行が有効になっている場合は、Developer for System z のラン
チパッド・プログラムが自動的にオープンします。自動実行が使用不可になって
いる場合は、CD のルートから launchpad.exe を実行することによってランチ
パッド・プログラムを開始します。詳しくは、『第 5 章 Developer for System z

のインストール』を参照してください。

4. 「Rational Developer for System z のインストール」または「Rational
Developer for System z のアップグレード」を選択します。

5. この手順は、Developer for System z の新規リリースをインストールするのか、
または Developer for System z の既存リリースを更新するのかにより異なりま
す。

v Developer for System z のインストールの場合、ユーザー役割を選択して、
Developer for System z フィーチャーおよびバンドル・オファリングの推奨セ
ットでインストールを起動します。代わりに、ランチパッドでカスタム・イン
ストールに対応するリンクをクリックすることにより、すべての Developer

for System z フィーチャーおよびバンドル・オファリングが指定されたカスタ
ム・インストールを起動することもできます。詳しくは、 29ページの『ラン
チパッド・プログラムの使用』を参照してください。

v Developer for System z の更新の場合、「既存のインストールをアップグレー
ドするために Installation Manager を起動する (Launch Installation Manager
to upgrade an existing installation)」をクリックします。Installation Manager

が起動したら、「更新」ボタンをクリックします。

6. IBM Installation Manager の「パッケージのインストール」ウィザードの画面上
の指示、または (ランチパッドの選択によっては)「パッケージの更新」ウィザー
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ドの画面上の指示に従って、Developer for System z およびバンドル・オファリ
ングをインストールします。詳しくは、 34ページの『Installation Manager の操
作』を参照してください。

7. 必要に応じて、インストール済みの Developer for System z およびバンドル・オ
ファリングのライセンスを構成します。試用版ライセンスを持っている場合で、
期限付きライセンスまたは永続ライセンスを構成する必要がある場合には、ここ
で行います。例えば、フローティング・ライセンス・サポートの設定が必要な場
合があります。詳しくは、 59ページの『ライセンスの管理』を参照してくださ
い。

8. Developer for System z と一緒に組み込まれた追加ソフトウェアをインストール
します。詳しくは、 75ページの『付録 A. 追加ソフトウェアのインストール』
を参照してください。

概要: ワークステーション上の電子イメージからの Developer for
System z のインストール

電子インストール・イメージからインストールする場合の一般的な手順は、以下の
とおりです。

1. IBM Passport Advantage からダウンロードする必要があるファイルと、解凍した
インストール・イメージの両方を保管するために十分なスペースがワークステー
ションにあることを確認します。 5ページの『ハードウェア要件』を参照してく
ださい。

2. インストールする Developer for System z およびバンドル・オファリングの必要
なパーツをすべて IBM Passport Advantage から一時ディレクトリーにダウンロ
ードします。

3. ダウンロードした圧縮ファイルからインストール・イメージを解凍して、インス
トール・イメージが完全であることを検証します。詳しくは、 11ページの『電
子イメージの解凍』を参照してください。

4. 下の『電子イメージからのインストール』の手順に進みます。

電子イメージからのインストール
以下の手順を行います。

1. 1ページの『プリインストール作業』にリストされているプリインストール手順
を完了します。

2. RDz76Edition_Setup ディレクトリーのルートから launchpad.exe を実行するこ
とによってランチパッド・プログラムを開始します。詳しくは、 25ページの
『第 5 章 Developer for System z のインストール』を参照してください。

3. 「Rational Developer for System z のインストール」または「Rational
Developer for System z のアップグレード」を選択します。

4. この手順は、Developer for System z の新規リリースをインストールするのか、
または Developer for System z の既存リリースを更新するのかにより異なりま
す。

v Developer for System z のインストールの場合、ユーザー役割を選択して、各
自の役割に対応する Developer for System z フィーチャーおよびバンドル・
オファリングの推奨セットでインストールを起動します。代わりに、ランチパ
ッドで対応するリンクをクリックすることにより、すべての Developer for
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System z フィーチャーおよびバンドル・オファリングでカスタム・インスト
ール起動を選択することもできます。詳しくは、 25ページの『第 5 章
Developer for System z のインストール』を参照してください。

v Developer for System z の更新の場合、「既存のインストールをアップグレー
ドするために Installation Manager を起動する (Launch Installation Manager
to upgrade an existing installation)」をクリックします。Installation Manager

が起動したら、「更新」ボタンをクリックします。

5. IBM Installation Manager の「パッケージのインストール」ウィザードの画面上
の指示、または「パッケージの更新」ウィザードの画面上の指示に従って、
Developer for System z およびバンドル・オファリングをインストールします。
詳しくは、 34ページの『Installation Manager の操作』を参照してください。

6. 必要に応じて、インストール済みの Developer for System z およびバンドル・オ
ファリングのライセンスを構成します。試用版ライセンスを持っている場合で、
期限付きライセンスまたは永続ライセンスを構成する必要がある場合には、ここ
で行います。例えば、フローティング・ライセンス・サポートの設定が必要な場
合があります。詳しくは、 59ページの『ライセンスの管理』を参照してくださ
い。

7. Developer for System z と一緒に組み込まれた追加ソフトウェアをインストール
します。詳しくは、 75ページの『付録 A. 追加ソフトウェアのインストール』
を参照してください。

概要: 共用ドライブ上の電子イメージからの Developer for
System z のインストール

このシナリオでは、企業内のユーザーが単一ロケーションから Developer for System

z およびバンドル・オファリングのインストール・ファイルにアクセスできるよう
に、共用ドライブに電子イメージを置きます。これは、数多くのユーザー・システ
ムでサイレント・インストールを実行する必要がある場合にも役立ちます。以下の
手順は、共用ドライブにインストール・イメージを置く人が行う手順です。

1. IBM Passport Advantage からダウンロードする必要があるファイルと、解凍した
インストール・イメージの両方を保管するために十分なディスク・スペースが共
用ドライブにあることを確認します。詳しくは、 5ページの『ハードウェア要
件』を参照してください。

2. Developer for System z およびバンドル・オファリングの必要なパーツをすべて
IBM Passport Advantage から共用ドライブ上の一時ディレクトリーにダウンロー
ドします。

注: また、パーツをワークステーションにダウンロードして、解凍したインスト
ール・イメージのみを共用ドライブにコピーすることもできます。

3. ダウンロードしたファイルからインストール・イメージを共用ドライブ上のアク
セス可能なディレクトリーに解凍して、インストール・イメージが完全であるこ
とを検証します。詳しくは、 11ページの『電子イメージの解凍』を参照してく
ださい。

共用ドライブ上のインストール・ファイルから Developer for System z を対話式に
インストールするには、以下の手順を行います。
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1. インストール・イメージのある共用ドライブ上の RDz76Edition_Setup ディレク
トリーに移動します。

2. 26ページの『電子イメージからのインストール』の手順に従って、Developer

for System z およびバンドル・オファリングをインストールします。

共用電子イメージを使用したサイレント・インストールの実行については、 37ペー
ジの『サイレント・インストール』を参照してください。

概要: HTTP Web サーバー上のリポジトリーからの Developer
for System z のインストール

このシナリオでは、IBM Installation Manager が HTTP Web サーバーから製品パッ
ケージを取得します。

以下の手順では、Developer for System z およびバンドル・オファリングのパッケー
ジが入ったリポジトリーを HTTP Web サーバー上に作成したものと想定します。
HTTP Web サーバーへのインストール・パッケージのコピーについて詳しくは、
29ページの『概要: HTTP Web サーバーへの Developer for System z の配置』を参
照してください。

HTTP サーバー上のリポジトリーから Developer for System z パッケージをインス
トールするには、以下の手順を行います。

1. 1ページの『プリインストール作業』にリストされているプリインストール手順
を完了します。

2. IBM Installation Manager をインストールします。 20ページの『Installation

Manager のインストール』を参照してください。

3. Installation Manager を開始します。詳しくは、 21ページの『Installation Manager

の開始』を参照してください。

4. Installation Manager で、Developer for System z パッケージが入ったリポジトリ
ーの URL をリポジトリー設定に追加します。 22ページの『Installation

Manager でのリポジトリー設定』を参照してください。

5. 「インストール」または「更新」をクリックして Installation Manager で「パッ
ケージのインストール」ウィザードまたは「パッケージの更新」ウィザードを開
始し、「パッケージのインストール」ウィザードまたは「パッケージの更新」ウ
ィザードの画面上の指示に従って、インストールを完了します。

6. 必要に応じて、インストール済みの Developer for System z およびバンドル・オ
ファリングのライセンスを構成します。試用版ライセンスを持っている場合で、
期限付きライセンスまたは永続ライセンスを構成する必要がある場合には、ここ
で行います。例えば、フローティング・ライセンス・サポートの設定が必要な場
合があります。詳しくは、 59ページの『ライセンスの管理』を参照してくださ
い。

7. IBM Rational Developer for System z と一緒に組み込まれた追加ソフトウェアを
インストールします。詳しくは、 75ページの『付録 A. 追加ソフトウェアのイ
ンストール』 を参照してください。
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概要: HTTP Web サーバーへの Developer for System z の配
置

IBM Packaging Utility を使用してインストール・リポジトリーを作成することによ
り、Developer for System z インストール・パッケージと他のオファリング・パッケ
ージを HTTP Web サーバーに配置することができます。これは、Developer for

System z 7.6.1 オファリングおよびそのバンドル・オファリングに加えて、さまざ
まな数多くのオファリングやサービス更新を単一のリポジトリーに置きたい場合に
行うと便利です。このリポジトリーを使用して、対話式インストールまたはサイレ
ント・インストールを実行できます。

注: HTTP Web サーバー上のリポジトリーからサイレント・インストールを実行で
きますが、ここの手順はサイレント・インストールの実行に必須ではありませ
ん。

パッケージを HTTP Web サーバーに配置するには、IBM Packaging Utility を使用
して、新規インストール・リポジトリーを作成するか、既存のリポジトリーへコピ
ーします。 Packaging Utility を使用したインストール・リポジトリーの作成につい
て詳しくは、 80ページの『Packaging Utility を使用してパッケージを HTTP サーバ
ーにコピー』を参照してください。リポジトリーを作成すると、以下を行うことが
できます。

1. 企業内のユーザーに、インストール・リポジトリーの URL を提供します。ユー
ザーは、自分のシステムにインストール・メディアがなくても、リポジトリーを
指してインストールを実行することができます。

2. リポジトリーを使用して、サイレント・インストールを実行します。サイレン
ト・インストールの実行について詳しくは、 37ページの『サイレント・インス
トール』を参照してください。

ランチパッド・プログラムの使用
Developer for System z ランチパッド・プログラムでは、リリース情報の表示とイン
ストール・プロセスの開始を単一のロケーションで行うことができます。

以下のケースでは、ランチパッド・プログラムを使用して、Developer for System z

のインストールを開始します。

v 製品インストール CD からインストールする。

v ワークステーション上の電子イメージからインストールする。

v 共用ドライブ上の電子イメージからインストールする。

インストールをランチパッド・プログラムから開始すると、必要なリポジトリー・
ロケーション情報が自動的に構成された状態で、IBM Installation Manager が起動し
ます。このため、Installation Manager の設定で、リポジトリー・ロケーションを手
動で設定する必要はありません。

Developer for System z バージョン 7.6.1 を新規にフルインストールするか、または
既存の Developer for System z バージョン 7.5 を Developer for System z バージョ
ン 7.6.1 にアップグレードすることができます。
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Developer for System z バージョン 7.6.1 を新規にインストールする場合、ランチパ
ッドの「Rational Developer for System z のインストール」パネルのリストからユー
ザー役割を選択できます。これらの役割はそれぞれ、企業内で果たすことができる
デベロッパー役割を示しています。Developer for System z ユーザーとしての役割に
最も近い記述のユーザー役割を選択して、各自の役割に推奨されるフィーチャーお
よびバンドル・オファリングのカスタム・セットを選択した状態で、インストール
を起動します。選択可能なユーザー役割のリストを以下に示してあります。購入し
た Developer for System z の版によっては、これらの役割の一部が表示されない場
合があります。それぞれの役割の記述がランチパッド・パネルに示されます。

v System z トラディショナル・デベロッパー

CICS または IMS アプリケーション、DB2 ストアード・プロシージャー、バッ
チ・アプリケーション、またはグリーン・スクリーン・インターフェースの開発
または保守を行う開発者。この開発者は、IBM 問題判別ツール、CICS エクスプ
ローラー・インターフェース、およびソース・コード管理システムへアクセスす
ることもできます。

v サービス・デベロッパー

従来のワークロードの開発または保守を行い、かつ System z アプリケーション
およびプログラムを Web サービスまたはサービス・フローとして外に公開する
開発者。これには System z トラディショナル・デベロッパーの機能も含まれま
す。

v Web デベロッパー

EGL 言語を使用してアプリケーションおよび Web インターフェースを作成し、
CICS、IMS、DB2、またはバッチ・アプリケーションに接続する System z 開発
者。これにはサービス・デベロッパーの機能も含まれます。

v J2EE/WAS デベロッパー

Java Enterprise Edition を使用してアプリケーションおよび Web インターフェー
スを作成し、CICS、IMS、DB2、またはバッチ・アプリケーションに接続する
System z 開発者。これにはサービス・デベロッパーの機能も含まれます。

以下の表に、ユーザー役割および各役割に関連する Developer for System z の対応
フィーチャーを示します。(各フィーチャーの説明については、 13ページの表 2 を
参照してください。)
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表 3. ユーザー役割および関連フィーチャー

ユーザー役割 関連フィーチャー

System z トラディショナル・デベロッパー v System z 統合開発環境

v System z コード生成プログラム

v BMS Screen Designer

v MFS Screen Designer

v データ・ツール

v System z Stored Procedures

v System z デバッガー

v File Manager

v Fault Analyzer

v プラグイン開発環境 (PDE)

サービス・デベロッパー v System z 統合開発環境

v System z コード生成プログラム

v Enterprise Service Tools for CICS

v BMS Screen Designer

v CICS コード生成プログラム

v CICS Service Component Architecture

v Enterprise Service Tools for IMS

v MFS Screen Designer

v IMS コード生成プログラム

v データ・ツール

v System z Stored Procedures

v System z デバッガー

v File Manager

v Fault Analyzer

v プラグイン開発環境 (PDE)
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表 3. ユーザー役割および関連フィーチャー (続き)

ユーザー役割 関連フィーチャー

Web デベロッパー v System z 統合開発環境

v System z コード生成プログラム

v Enterprise Service Tools for CICS

v BMS Screen Designer

v CICS コード生成プログラム

v CICS Service Component Architecture

v Enterprise Service Tools for IMS

v MFS Screen Designer

v IMS コード生成プログラム

v データ・ツール

v System z Stored Procedures

v System z デバッガー

v File Manager

v Fault Analyzer

v プラグイン開発環境 (PDE)

このユーザー役割は、IBM Rational Business

Developer および IBM WebSphere®

Application Server Test Environment オファリ
ングも選択します。

J2EE / WAS デベロッパー v System z 統合開発環境

v System z コード生成プログラム

v Enterprise Service Tools for CICS

v BMS Screen Designer

v CICS コード生成プログラム

v CICS Service Component Architecture

v Enterprise Service Tools for IMS

v MFS Screen Designer

v IMS コード生成プログラム

v データ・ツール

v System z Stored Procedures

v System z デバッガー

v File Manager

v Fault Analyzer

v プラグイン開発環境 (PDE)

このユーザー役割は、IBM Rational

Application Developer および IBM

WebSphere Application Server Test

Environment オファリングも選択します。
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ユーザー役割を選択する代わりに、カスタム・インストールの実行を選択できま
す。カスタム・インストールを選択すると、すべてのフィーチャーおよびバンド
ル・オファリングがデフォルトで選択された状態で、Developer for System z のイン
ストールが起動します。

注: ランチパッド・プログラムからいずれのインストール・オプションを選択した
場合も、追加フィーチャーの選択および選択解除を行うことにより、インスト
ールするフィーチャー・セットをいつでもカスタマイズできます。

ランチパッド・プログラムから Developer for System z のインストールを管理者と
して開始するには、以下の手順を行います。

1. 1ページの『プリインストール作業』に記載されているプリインストール作業が
まだ完了していなければ、その作業を完了します。

2. インストール CD からインストールする場合は、IBM Rational Developer for

System z インストール・セットアップ CD を CD ドライブに挿入します。電子
イメージからインストールする場合は、RDz76Edition_Setup ディレクトリーを
開きます。

3. システムで自動実行が有効になっている場合は、ランチパッド・プログラムが自
動的に開始します。システムで自動実行が有効になっていない場合、または電子
イメージからインストールする場合は、以下を行います。

v EGL または Java のどちらか希望する開発言語に対応する launchpad.exe を
実行します。 launchpad.exe は、CD またはディレクトリーのルートにあり
ます。

4. 「ようこそ」パネルの情報を読み、左側にある「製品資料」タブを選択すると、
選択可能な資料のリストが表示されます。パネルでリンクをクリックして、製品
資料を表示します。

5. 既存の IBM Rational Developer for System z をアップグレードする場合、
「IBM Rational Developer for System z のアップグレード」タブをクリックし
ます。「既存のインストールをアップグレードするために IBM Installation
Manager を起動する (Launch IBM Installation Manager upgrade an existing
installation)」をクリックします。(これは IBM Rational Developer for System z

V7.5.x から V7.6.1 へアップグレードする場合にのみ有効です。) IBM

Installation Manager の起動後、「更新」ボタンをクリックし、「パッケージのイ
ンストール」ウィザードのプロンプトに従ってインストールを完了します。詳し
くは、 34ページの『Installation Manager の操作』を参照してください。

6. IBM Rational Developer for System z の新規インストールを実行する場合は、左
側にある「IBM Rational Developer for System z のインストール」タブをクリ
ックします。「役割の説明」タブが表示されます。選択可能な役割について知り
たい場合は、このタブをクリックします。その後、「IBM Rational Developer
for System z のインストール」を再クリックします。

7. パネルのユーザー役割のリストから、各自のユーザー役割を選択します。これに
より、各自の役割に推奨されるフィーチャーおよびバンドル・オファリングのカ
スタマイズ・セットが選択された状態で、Developer for System z のインストー
ルが起動します。ユーザー役割について詳しくは、 29ページの『ランチパッ
ド・プログラムの使用』を参照してください。代わりに、すべてのフィーチャー
およびバンドル・オファリングがデフォルトで選択された状態で行う、カスタ
ム・インストールの実行を選択できます。
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管理者または非管理者のどちらでインストールするかについても決めておく必要
があります。管理者としてインストールする場合、「管理者権限でのインストー
ル」ボックスにチェック・マークを付けるようにしてください。 (このボックス
には、デフォルトでチェック・マークが付いています。) 非管理者としてインス
トールする場合、このボックスのチェック・マークを外します。

8. Developer for System z およびインストールすることを選択したバンドル・オフ
ァリングのインストールを実行するために、IBM Installation Manager が起動し
ます。「パッケージのインストール」ウィザードのプロンプトに従って、インス
トールを完了します。詳しくは、『Installation Manager の操作』を参照してくだ
さい。

Installation Manager の操作
ランチパッド・プログラム ( 29ページの『ランチパッド・プログラムの使用』を参
照) から Developer for System z のインストールを起動すると、IBM Installation

Manager が開始して、「パッケージのインストール」ウィザードが示されます。以
下の手順は、Installation Manager の「パッケージのインストール」ウィザードを使
用して Developer for System z をインストールするプロセスです。

1. ウィザードの最初のパネルに、インストールに選択可能なパッケージのリスト
が表示されます。選択可能なパッケージには、Developer for System z および、
ランチパッドで選択したユーザー役割に推奨されるバンドル・オファリングが
含まれます。ランチパッド・プログラムおよびユーザー役割について詳しく
は、 29ページの『ランチパッド・プログラムの使用』を参照してください。選
択可能なバンドル・オファリングは、購入した Developer for System z の版に
よって異なります。

インストールを続行する準備が整ったら、「次へ」をクリックします。
Installation Manager は、選択されたパッケージに関する情報を収集して、「ラ
イセンス」パネルに進みます。

2. IBM Installation Manager の新規バージョンがある場合は、更新するように求め
るプロンプトが出されます。プロンプトが出されたら、「はい」をクリックし
て更新をインストールするか、または後でその新しいバージョンをインストー
ルする場合には、「いいえ」をクリックします。「はい」をクリックすると、
Installation Manager は自らを更新して、更新を完了するには再始動する必要が
あることを通知します。

「OK」をクリックして、Installation Manager を再始動します。

3. 「ライセンス」パネルで、選択したパッケージのご使用条件をお読みくださ
い。インストールするように選択した各パッケージにご使用条件があります。
「ライセンス」パネルの左側にある各パッケージ名をクリックして、対応する
ご使用条件を表示してください。

a. すべてのご使用条件に同意する場合は、「同意する (I accept the terms of
the license agreements)」をクリックします。

b. 「次へ」をクリックして先に進みます。

4. 「ロケーション」パネルに、Installation Manager から、Developer for System z

パッケージを格納する新規パッケージ・グループを作成するか、システム上の
既存のパッケージ・グループを使用するかのオプションが示されます。同じパ
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ッケージ・グループにパッケージをインストールする場合、それらは共通ワー
クベンチを共用し、異なるパッケージの機能はそのワークベンチで結合されま
す。これはシェル共用として知られています。異なるパッケージ・グループに
インストールされたパッケージはワークベンチを共用せず、互いに別々に保持
されます。

Developer for System z に新規パッケージ・グループを作成するには、以下を行
います。

a. ラジオ・ボタンの「新規パッケージ・グループの作成」を選択します。

b. 新規パッケージ・グループに使用するインストール・ディレクトリーを入力
します。このディレクトリーは、パッケージ・グループにインストールされ
るパッケージに固有のリソースが保管される場所です。システム上に作成す
るパッケージ・グループごとに、個別のインストール・ディレクトリーを持
ちます。このディレクトリーは、 異なるパッケージ・グループのパッケー
ジによる共用が可能なリソースがインストールされている共用リソース・デ
ィレクトリーとは異なります。

c. システムに他のパッケージがインストールされていない場合は、共用リソー
ス・ディレクトリーに使用するロケーションの選択を求めるプロンプトも表
示されます。Installation Manager を使用してインストールするすべてのパッ
ケージによって使用され、かつ最初のパッケージをインストールした後の変
更は不可であるため、共用リソース・ディレクトリーは、最大ドライブ上の
ロケーションを選択することをお勧めします。すでに 1 つ以上のパッケー
ジをシステムにインストール済みの場合は、Installation Manager から、共用
リソース・ディレクトリーのロケーションが表示されますが、それを選択ま
たは変更するオプションは示されません。

注: 共用リソース・ディレクトリーのロケーションを後で変更するには、す
べてのパッケージをアンインストールしてから、新しい共用リソース・
ディレクトリーを指定してパッケージを再インストールする必要があり
ます。

Developer for System z を既存のパッケージ・グループにインストールするに
は、以下を行います。

a. ラジオ・ボタンの「既存のパッケージ・グループの使用」を選択します。

b. Installation Manager から、システム上の選択可能なパッケージ・グループの
リストが表示されます。Developer for System z のインストール先にするパ
ッケージ・グループを選択します。 Installation Manager は、選択されたパ
ッケージ・グループが Developer for System z と互換性のあることを検証し
ます。互換性がない場合は、問題を知らせるエラー・メッセージが
Installation Manager から表示されます。互換性のあるパッケージ・グループ
を選択するか、または新規パッケージ・グループの作成を選択するまで、イ
ンストールを続行することはできません。

選択が終了したら、「次へ」をクリックして先に進みます。

5. 次の「ロケーション」パネルで、システムにすでにインストールされている既
存の Eclipse IDE を拡張して、インストールするパッケージ内の機能を追加す
ることを選択できます。このオプションを選択するには、IBM Java

Development Kit (JDK) バージョン 1.6 以上を使用する Eclipse バージョン 3.4
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が必要です。Eclipse と JDK は、既存のものを拡張するのではなく、Developer

for System z と一緒にパッケージされたものを使用することをお勧めします。

v 既存の Eclipse IDE を拡張しない場合は、「次へ」をクリックして先に進み
ます。

v 既存 Eclipse IDE を拡張するには、以下を行います。

a. 「既存の Eclipse を拡張 (Extend an existing Eclipse)」を選択します。

b. 「Eclipse IDE」フィールドに、Eclipse 実行可能ファイル (eclipse.exe)

が入ったフォルダーのロケーションを入力するか、またはそのロケーショ
ンまでナビゲートします。Installation Manager によって、Eclipse IDE バ
ージョンが、インストールするパッケージに有効であるかが検査されま
す。「Eclipse IDE JVM」フィールドに、指定した IDE の Java 仮想マ
シン (JVM) が表示されます。

c. 「次へ」をクリックして先に進みます。

6. 次の「ロケーション」ページの「言語」で、このパッケージ・グループ用にイ
ンストールする言語を選択します。Developer for System z のユーザー・インタ
ーフェースおよびドキュメンテーションに対応する各国語翻訳がインストール
されます。

注: この選択は、このパッケージ・グループにインストールされるすべてのパ
ッケージに適用されます。

注: このリリースの Developer for System z では、使用可能な言語のいずれか
を選択すると、インストールされるすべての言語の各国語翻訳ができま
す。

7. 「フィーチャー」パネルで、Developer for System z およびインストールするバ
ンドル・オファリング用にインストールするフィーチャーを選択します。フィ
ーチャーの名前をクリックして、そのフィーチャーの記述を表示することがで
きます。フィーチャーの記述は、パネル下部にある「詳細」セクションに表示
されます。Developer for System z の使用可能なフィーチャーについて詳しく
は、 12ページの『フィーチャーのインストール』を参照してください。
Developer for System z にバンドルされているオファリングの使用可能なフィー
チャーについては、それらのオファリングの資料を参照してください。

インストールするフィーチャーの選択が終了したら、「次へ」をクリックしま
す。

8. 「ヘルプ・システム構成 (help system configuration)」ページ上で、以下のオプ
ションのうち 1 つを選択してから、「次へ」をクリックします。

v Web からヘルプにアクセス (Access help from the Web)

v ヘルプをダウンロードしてコンテンツにローカルにアクセス (Download help
and access content locally)

v イントラネット上のサーバーからヘルプにアクセス (Access help from a
server on your intranet)

9. インストールを開始する前に、「要約」パネルで選択項目を確認します。前の
パネルで選択した項目を変更する場合は、「戻る」をクリックして変更しま
す。インストールの選択項目が適切である場合は、「インストール」をクリッ
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クしてパッケージをインストールします。インストールが開始され、進行標識
にインストールが完了したパーセンテージが示されます。

10. インストール・プロセスが完了すると、インストールの成功を確認するための
メッセージが表示されます。

現行セッションのインストール・ログ・ファイルを表示するには、「ログ・フ
ァイルの表示」をクリックしてインストール・ログを新しいウィンドウで開き
ます。

11. 必要に応じて、Installation Manager の「ライセンスの管理」パネルで、インス
トール済みの Developer for System z および他のバンドル・オファリングのラ
イセンスを構成します。これには、フローティング・ライセンス・サポートの
設定、あるいは永続または期限付きライセンス・キーをインストールするため
の製品アクティベーション・キットのインストールなどがあります。詳しく
は、 59ページの『ライセンスの管理』を参照してください。

サイレント・インストール
Developer for System z は、サイレント・モードでインストールすることができま
す。Installation Manager をサイレント・モードで実行すると、そのユーザー・イン
ターフェースが使用不可になるため、代わりに応答ファイルを使用して、パッケー
ジのインストールに必要なコマンドを入力します。

サイレント・モードで Installation Manager を実行すると、バッチ・プロセスを使用
して、スクリプトによりパッケージをインストール、更新、変更、およびアンイン
ストールできるので、便利です。

サイレント・インストールには次の 3 つのメインタスクがあります。

1. インストール・イメージを共用ドライブまたはサーバー上のロケーションにコピ
ーする (サイレント・インストールを複数のシステムで実行する計画の場合)

2. 応答ファイルを作成する

3. Installation Manager をサイレント・インストール・モードで実行する

共用ドライブまたはサーバーへのインストール・イメージのコピー
サイレント・インストールを複数のシステムで実行する計画の場合は、インストー
ル・イメージを、イントラネット内の他のシステムがアクセスできるように共用ド
ライブ上のロケーションにコピーする必要があります。

インストール・イメージを物理インストール CD から共用ロケーションにコピーす
るには、以下の手順を行います。

1. インストール・イメージを保管する共用ロケーションに、RDz_Setup という名
前のディレクトリーを作成します。

2. IBM Rational Developer for System z インストール・セットアップ CD を
CD-ROM ドライブに挿入します。

3. IBM Rational Developer for System z インストール・セットアップ CD の内容
を、共用ロケーションに作成した RDz_Setup ディレクトリーにコピーします。
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4. 製品インストール・ファイルを格納するための別のディレクトリーを共用ロケ
ーションに作成します。このフォルダーには、例えば、RDz といった任意の名
前を選択して付けることができます。

5. 製品インストール・ファイルを格納するために作成したディレクトリー内に、
disk1 という名前のディレクトリーを作成します (例えば、RDz¥disk1)。このデ
ィレクトリーの名前は、サイレント・インストールが機能するために、disk1

でなければなりません。

6. IBM Rational Developer for System z インストール CD 1 を CD-ROM ドライ
ブに挿入します。

7. IBM Rational Developer for System z インストール CD 1 の内容を、作成した
disk1 ディレクトリーにコピーします。

8. ステップ 5 から 7 を同様に繰り返します。このとき作成するディレクトリー
の名前は disk2 で、コピーは IBM Rational Developer for System z インストー
ル CD 2 の内容を disk2 ディレクトリーへ行います。

9. 例えば、IBM Rational Business Developer および IBM Rational Application

Developer など、Developer for System z にバンドルされている他のオファリン
グをサイレント・インストール可能にする場合は、それらのオファリングに対
して、ステップ 4 から 8 で従った同じプロセスを実行する必要があります。

a. バンドル・オファリングの製品インストール・ファイルを格納するための新
規ディレクトリーを共用ロケーションに作成します。このディレクトリーに
は、任意の名前を選択して付けることができます。

b. 製品インストール・ファイルを格納するために作成したディレクトリー内
に、インストール CD ごとに、そのための diskN ディレクトリーを作成し
ます。N は、インストール CD の番号に対応します。各インストール CD

の内容を、その CD 用に作成した対応する diskN ディレクトリーにコピー
します。

10. インストール CD の内容を共用ロケーションにコピーし終えたら、応答ファイ
ルの作成およびサイレント・インストールの実行の準備が整っています。

インストール・イメージを電子イメージから共用ロケーションにコピーするには、
以下の手順を行います。

1. サイレント・インストール可能にするバンドル・オファリングおよび Developer

for System z のダウンロードした圧縮ファイルそれぞれを、イメージを保管する
共用ロケーションに解凍します。代わりに、圧縮ファイルをローカル・マシンに
解凍してから、その解凍ファイルおよびディレクトリーを共用ロケーションにコ
ピーすることもできます。

2. 共用ロケーションで、以下が揃っていることを確認します。

a. 共用ディレクトリーのルートに、以下のディレクトリーが必要です。

v RDz76Edition_Setup。Edition は、ダウンロードした Developer for

System z の版によって異なります。

v RDz76

v 例えば、IBM Rational Business Developer および IBM Rational

Application Developer など、サイレント・インストール可能にするバンド
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ル・オファリングごとに 1 つのディレクトリー。選択可能なバンドル・オ
ファリングは、購入した Developer for System z の版によって異なりま
す。

b. RDz76 ディレクトリー、および共用ロケーションにコピーしたバンドル・オ
ファリングごとのディレクトリーに、複数の diskN ディレクトリーが必要
で、製品のインストール・ディスク 1 枚に 1 つのディレクトリーが対応し
ます。

3. 共用インストール・イメージのディレクトリー構造を確認し終えたら、応答フ
ァイルの作成およびサイレント・インストールの実行の準備が整っています。

代わりに、インストール・イメージを HTTP Web サーバー上のリポジトリーにコ
ピーし、そのリポジトリーを使用してサイレント・インストールを実行できます。
リポジトリーを作成するには、IBM Packaging Utility を使用する必要があります。
詳しくは、 29ページの『概要: HTTP Web サーバーへの Developer for System z

の配置』を参照してください。

応答ファイルの作成
応答ファイルは、Installation Manager を使用して Developer for System z パッケー
ジをインストールするときに、アクションを記録することによって作成できます。
応答ファイルを記録すると、Installation Manager GUI で選択したすべての項目が
XML ファイルに保管されます。この同じ応答ファイルを使用して、他のシステム上
でサイレント・インストールを実行できます。Installation Manager をサイレント・
モードで実行すると、Installation Manager は XML 応答ファイルを使用して、パッ
ケージの入ったリポジトリーの場所を探索したり、インストールするフィーチャー
を選択したりします。

インストール (またはアンインストール) 用の応答ファイルを記録するには、以下の
手順を行います。

1. コマンド行で、Installation Manager をインストールしたディレクトリー内の
eclipse サブディレクトリーに移動します。例えば、cd C:¥Program

Files¥IBM¥Installation Manager¥eclipse です。

2. コマンド行で、次のコマンドを入力して Installation Manager を開始します。応
答ファイルおよびログ・ファイル (オプション) の名前とロケーションは、ご使
用のものに置き換えてください。

IBMIMC.exe -record <response file path and name>.xml -log
<log file path and name>.xml

例:

IBMIMC.exe -record C:¥my_response_file.xml -log
C:¥install_log.xml

注: 応答ファイルおよびログ・ファイルを保管する各ディレクトリーが存在して
いることを確認してください。Installation Manager は、応答ファイルおよび
ログ・ファイル用のディレクトリーを作成しません。

3. Installation Manager GUI を使用して、Developer for System z およびインストー
ルしたい他のバンドル・オファリングをインストールします。詳しくは、 34ペ
ージの『Installation Manager の操作』を参照してください。
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4. 必要に応じて、インストール済みの Developer for System z および他のバンド
ル・オファリングのライセンスを構成します。これには、フローティング・ライ
センス・サポートの設定、または永続ライセンス・キーをインストールするため
の製品アクティベーション・キットのインストールなどがあります。詳しくは、
59ページの『ライセンスの管理』を参照してください。

5. Installation Manager を終了します。

Installation Manager を終了した後、XML 応答ファイルが作成され、Installation

Manager を起動するのに使用するコマンドで指定したロケーションに格納されま
す。

IBM Rational Developer for System z インストール・セットアップ CD の
SilentInstall ディレクトリーに、 Developer for System z をインストールするた
めに使用できるサンプル応答ファイルがあります。このサンプル応答ファイルはま
た、電子イメージからインストールする場合には、RDz76Edition_Setup ディレクト
リーにあります。このファイルは、そのまま使用して Developer for System z のサ
イレント・インストールを実行することも、または独自の仕様に合わせ変更するこ
ともできます。応答ファイルのカスタマイズについては、 43ページの『サイレン
ト・インストール・コマンド』を参照してください。

Installation Manager をサイレント・インストール・モードで実
行

Installation Manager は、コマンド行からサイレント・インストール・モードで実行
できます。

サイレント・モードでの実行方法に関するその他の資料については、Installation

Manager オンライン・ヘルプを参照してください。

Installation Manager をサイレント・モードで実行するには、Installation Manager が
インストールされているディレクトリーから次のコマンドを実行して行うことがで
きます。

IBMIMc.exe --launcher.ini silent-install.ini -silent [arguments]

下の表に、サイレント・インストール・コマンドで使用する引数についての説明が
あります。

表 4. サイレント・インストール・コマンドで使用する引数

引数 説明

-input この引数は、Installation Manager の入力として XML 応答ファイルを指定し
ます。応答ファイルには、Installation Manager が実行するコマンドが入ってい
ます。

-log (オプション) この引数は、サイレント・インストールの結果を記録するログ・
ファイルを指定します。ログ・ファイルは XML です。

Installation Manager をサイレント・インストール・モードで実行するには、以下を
行います。
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1. コマンド行で、Installation Manager をインストールしたディレクトリー内の
eclipse サブディレクトリーに移動します。例えば、cd “C:¥Program

Files¥IBM¥Installation Manager¥eclipse” です。

2. 次のコマンドを入力して実行します。応答ファイルおよびログ・ファイル (オプ
ション) のロケーションは、ご使用のものに置き換えてください。例えば、
IBMIMc.exe --launcher.ini silent-install.ini -silent -input

c:¥mylog¥responsefile.xml -log c:¥mylog¥silent_install_log.xml です。

Installation Manager がサイレント・インストール・モードで実行されます。応答フ
ァイルの読み取り、および指定されたディレクトリーへのログ・ファイルの書き込
みが行われます。サイレント・インストール・モードでの実行時に応答ファイルは
必須ですが、ログ・ファイルはオプションです。正常にインストールされると、戻
りコード 0 で終了します。インストールがゼロ以外の数値で終了する場合、インス
トールは失敗しています。ゼロ以外の戻りコードを受け取る場合は、応答ファイル
およびログ・ファイルで失敗の考えられる原因を調べてください。ログ・ファイル
について詳しくは、 47ページの『サイレント・インストール・ログ・ファイル』を
参照してください。ログ・ファイルをサイレント・インストール・コマンドの入力
時に指定した場合は、その指定したログ・ファイルにすべてのエラーが記録されま
す。正常にインストールされると、ログ・ファイルには、単に <result></result>

と記録されます。

応答ファイル・コマンド
Installation Manager のサイレント・インストール機能を使用する場合は、Installation

Manager が実行しなければならないすべてのコマンドを収容する応答ファイルを作
成する必要があります。これを行うには、Developer for System z をインストールす
る際のアクションを記録することによって、応答ファイルを作成する方法をお勧め
します。ただし、応答ファイルは手動で作成または編集することもできます。

応答ファイルのコマンドには、次の 2 つのカテゴリーがあります。

v 設定コマンドは、Installation Manager の「ファイル」->「設定...」にある、リポジ
トリー・ロケーション情報などの設定を設定するために使用します。

v サイレント・インストール・コマンドは、Installation Manager で「パッケージの
インストール (Install Packages)」ウィザードをエミュレートするために使用しま
す。

サイレント・インストール設定コマンド
通常、設定は「設定」ウィンドウで指定しますが、サイレント・インストール時に
使用する応答ファイルで、設定 (キーとして識別) を指定することもできます。

注: 複数の設定を応答ファイルに指定できます。

設定を応答ファイルに定義すると、XML コードは次の例のようなものになります。

<preference>
name = "the key of the preference"
value = "the value of the preference to be set"
</preferences>

下の表を使用して、サイレント・インストール設定のキーとその関連値を確認して
ください。
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表 5. サイレント・インストール設定のキー

キー 値 注

com.ibm.cic.common.core.preferences.logLocation Installation Manager

ログ・ファイルのロ
ケーションを指定し
ます。

重要: このキーは任意
指定であり、テストお
よびデバッグ用に設計
されています。ログ・
ファイルのロケーショ
ンを指定しなかった場
合、Installation

Manager のサイレン
ト・インストールおよ
び UI バージョンは両
方とも、同じロケーシ
ョンを使用します。

com.ibm.cic.license.policy.location リモート・ライセン
ス・ポリシー・ファ
イルのある場所を定
義する URL を指定
します

com.ibm.cic.common.core.preferences. http.proxyEnabled True または False False がデフォルト値
です。

com.ibm.cic.common.core.preferences. http.proxyHost ホスト名または IP ア
ドレス

com.ibm.cic.common.core.preferences. http.proxyPort ポート番号

com.ibm.cic.common.core.preferences. http.proxyUseSocks True または False False がデフォルト値
です。

com.ibm.cic.common.core.preferences. SOCKS.proxyHost ホスト名または IP ア
ドレス

com.ibm.cic.common.core.preferences. SOCKS.proxyPort ポート番号

com.ibm.cic.common.core.preferences. ftp.proxyEnabled True または False False がデフォルト値
です。

com.ibm.cic.common.core.preferences. ftp.proxyHost ホスト名または IP ア
ドレス

com.ibm.cic.common.core.preferences. ftp.proxyPort ポート番号

com.ibm.cic.common.core.preferences.eclipseCache c:¥IBM¥common

注: 上記のパスは、こ
の設定のデフォルト
値です。通常、イン
ストール・パッケー
ジが、この設定の独
自の値を提供しま
す。

すでにパッケージをイ
ンストールしている場
合は、このロケーショ
ンを変更することはで
きません。
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表 5. サイレント・インストール設定のキー (続き)

キー 値 注

com.ibm.cic.agent.core.pref.offering.service.repositories. areUsed True または False 使用不可にするには、
この設定を「False」に
変更します。「True」
の場合、製品のインス
トール時または更新時
にすべてのリンクされ
たリポジトリーが検索
されます。

com.ibm.cic.common.core.preferences. preserveDownloadedArtifacts True または False 使用不可にするには、
この設定を「False」に
変更します。「True」
の場合、パッケージを
前のバージョンにロー
ルバックするのに必要
なファイルがシステム
に保管されます。
「False」の場合、ファ
イルは保管されませ
ん。これらのファイル
を保管しない場合、ロ
ールバックするために
元のリポジトリーまた
はメディアに接続する
必要があります。

サイレント・インストール・コマンド
この参照テーブルを使用して、サイレント・インストール時に使用する応答ファイ
ル・コマンドについてさらに学習することができます。
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表 6. サイレント・インストール時に使用するファイル・コマンド

応答ファイル・コマンド 説明

プロファイルの設定

<profile id="the profile (package group) id"
installLocation="the install location of the profile">
<data key="key1" value=”value1”/>
<data key="key2" value=”value2”/>
</profile>

このコマンドを使用して、パッケージ・グループ (ま
たはインストール・ロケーション) を作成します。指
定されたパッケージ・グループがすでに存在する場
合、このコマンドは無効です。現在のところ、プロフ
ァイルの作成時に、サイレント・インストールは
Eclipse 用とネイティブ用の 2 つのインストール・コ
ンテキストも作成します。プロファイルは、インスト
ール・ロケーションです。

プロファイルのプロパティーを設定するために <data>

エレメントを使用できます。

次のリストに、現在サポートされているキーおよび関
連した値を示します。

v eclipseLocation キーは、既存の Eclipse のロケー
ション値を指定します (例えば、
c:¥myeclipse¥eclipse)。

v cic.selector.nl キーは、自然言語 (NL) ロケール
選択を指定します (例えば、zh、ja、および en)。
注: 複数の NL 値はコンマで区切ります。

次のリストに、現在サポートされている言語コードを
示します。

v 英語 (en)

v フランス語 (fr)

v 中国語 (簡体字) (zh)

v 中国語 (繁体字) (台湾) (zh_TW)

v ドイツ語 (de)

v 日本語 (ja)

v スペイン語 (es)

v 韓国語 (ko)

v ポルトガル語 (pt_BR)

リポジトリーの設定

<server>
<repository location="http:/xxx/repository/">
<repository location="file:/C:/repository/">
<!--add more repositories below>
<...>

</server>

このコマンドを使用して、サイレント・インストール
時に使用するリポジトリーを指定します。各リポジト
リー・ロケーションには、URL またはファイル・パス
を指定できます。
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表 6. サイレント・インストール時に使用するファイル・コマンド (続き)

応答ファイル・コマンド 説明

インストール

<install>
<offering profile= "profile id"
features= "feature ids"
id= "offering id"
version= "offering version">
</offering>

<!--add more offerings below>
<...>

</install>

このコマンドを使用して、インストールするインスト
ール・パッケージを指定します。

プロファイル ID は、既存のプロファイル、または set

profile コマンドで作成したプロファイルと一致する必
要があります。

フィーチャー ID は、"feature1, feature2" のようなコン
マ区切りリストで任意に指定できます。フィーチャー
ID を指定しなかった場合は、指定したオファリング内
のすべてのデフォルト・フィーチャーがインストール
されます。

注: 必須フィーチャーは、コンマ区切りリストで明示
的に指定されなかった場合でも、インストールに組み
込まれます。

<install modify="true"> または <uninstall modify="true">

(オプションの属性)

<uninstall modify="true">
<offering

profile="profileID"id="Id"
version="Version"
features="-"/>

</uninstall>

インストールおよびアンインストールのコマンドで
<install modify="true"> 属性を使用して、既存のイ
ンストールを変更するかどうかを指定します。属性が
「True」に設定されない場合、値はデフォルトで
「False」になります。変更操作の意図が追加の言語パ
ックをインストールすることのみである場合、オファ
リング・フィーチャー ID にハイフン「-」を使用し
て、新しいフィーチャーを追加しないことを指定して
ください。

重要: modify=true およびハイフン「-」フィーチャ
ー・リストは、例で示されているように指定する必要
があります。そうでないと、インストール・コマンド
はオファリングのデフォルト・フィーチャーをインス
トールし、アンインストール・コマンドはすべてのフ
ィーチャーを除去します。

アンインストール

<uninstall>
<offering profile= "profile id"
features= "feature ids"
id= "offering id"
version= "offering version">
</offering>

<!--add more offerings below>
<...>

</uninstall>

このコマンドを使用して、アンインストールするイン
ストール・パッケージを指定します。

プロファイル ID は、既存のプロファイル、または
profile コマンドで指定されたプロファイルと一致する
必要があります。さらに、フィーチャー ID を指定し
なかった場合は、指定したオファリング内のすべての
フィーチャーがアンインストールされ、オファリング
ID を指定しなかった場合は、指定したプロファイル内
のすべてのインストール済みオファリングがアンイン
ストールされます。
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表 6. サイレント・インストール時に使用するファイル・コマンド (続き)

応答ファイル・コマンド 説明

ロールバック

<rollback>
<offering profile= "profile id"
id= "offering id"
version= "offering version">
</offering>

<!--add more offerings below>
<...>

</rollback>

このコマンドを使用して、指定されたオファリング
を、指定されたプロファイルに現在インストールされ
ているバージョンからロールバックします。ロールバ
ック・コマンドでフィーチャーを指定することはでき
ません。

InstallAll

<installALL/>

注: このコマンドは、次のコマンドを使用するのと同等で
す。

-silent -installAll

このコマンドを使用して、すべての使用可能なインス
トール可能パッケージを、サイレントで検索およびイ
ンストールします。

UpdateAll

<updateALL/>

注: このコマンドは、次のコマンドを使用するのと同等で
す。

-silent -updateAll

このコマンドを使用して、すべての使用可能なインス
トール可能パッケージを、サイレントで検索および更
新します。

参照: サンプル応答ファイル
XML ベースの応答ファイルを使用して、サイレント・インストール設定、リポジト
リー・ロケーション、パッケージ・グループなどの事前定義情報を指定できます。
応答ファイルは、インストール・パッケージをサイレントにインストールするこ
と、またインストール・パッケージのロケーションおよび設定を標準化することを
必要とするチームや会社に役立ちます。

サンプル応答ファイル

<agent-input >
<!-- add preferences -->
<preference name="com.ibm.cic.common.core.preferences.http.proxyEnabled"

value="c:/temp"/>
<!-- create the profile if it doesn't exist yet -->
<profile id="my_profile" installLocation="c:/temp/my_profile"></profile>
<server>
<repository

location=
"http://a.site.com/local/products/sample/20060615_1542/repository/">

</repository>/server>

<install>
<offering profile= "my_profile" features= "core" id= "ies"

version= "3.2.0.20060615"> </offering>
</install>

</agent-input>
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サイレント・インストール・ログ・ファイル
サイレント・インストール・ログ・ファイルで、サイレント・インストール・セッ
ションの結果を確認できます。

サイレント・インストール機能は、サイレント・インストール実行の結果を記録す
る XML ベースのログ・ファイルを作成します (ログ・ファイル・パスが -log

<your log file path>.xml を使用して指定される場合)。サイレント・インストー
ル・セッションが成功した場合、そのログ・ファイルには、<result> </result> の
ルート・エレメントのみが入ります。しかし、インストール中にエラーが発生した
場合、サイレント・インストール・ログ・ファイルには、次のようなメッセージと
ともにエラー・エレメントが入れられます。

<result>
<error> Cannot find profile: profile id</error>
<error> some other errors</error>

</result>

Installation Manager データ域に生成されたログを調べることで、詳細な分析を行う
ことができます。設定コマンドを使用して、応答ファイル・トピックで示されてい
るように、オプションでデータ域を望ましいロケーションに設定することができま
す。

Installation Manager をウィザード・モードで実行
ウィザード・モードは、指定された応答ファイルに基づいてユーザーの設定および
インストールまたはアンインストールの選択がすでに設定されている状態で、
Installation Manager をインストール・ウィザードまたはアンインストール・ウィザ
ードのいずれかで開始します。応答ファイルには、設定コマンドおよびインストー
ルまたはアンインストール・コマンドのみを入れられます。Installation Manager を
ウィザード・モードで実行する場合、同じ応答ファイルでインストール・コマンド
とアンインストール・コマンドを混用することはできません。

コマンド行に次のコマンドを入力して、Installation Manager をウィザード・モード
で開始します。

IBMIM.exe -mode wizard -input <response file>
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第 6 章 ポストインストール作業

リモート・ヘルプまたは Web ベース・ヘルプ
製品によっては、ヘルプ・コンテンツへのアクセス、そのダウンロードおよび更新
を Web から行うことができます。 Web ベースのヘルプ・コンテンツにアクセスす
ることで、製品の最新コンテンツを入手できます。

お使いの製品が Web 上でヘルプ・コンテンツを提供している場合、製品には限ら
れた数のヘルプ・トピックのみがインストールされます。製品はデフォルトで Web

に接続し、インフォメーション・センターから直接ヘルプ・コンテンツにアクセス
します。インターネットに接続していないときにヘルプにアクセスする必要がある
場合は、ヘルプをダウンロードしてローカル・アクセスを行うか、またはシステム
管理者がユーザー用に使用可能にしたイントラネット・サーバーがあれば、そのサ
ーバーでインフォメーション・センターに接続することができます。

お使いの製品が Web ベースのヘルプ・コンテンツをサポートしているかどうかに
ついては、インストール・ガイドを参照してください。

インストール処理時には以下の 3 つの方法が利用できますが、これはいつでも変更
可能です。

v Web からヘルプ・コンテンツにアクセスできます。この方法では、インストール
の占有スペースが最小になり、最新の情報に確実にアクセスできます。これはデ
フォルトの選択です。

これを選択した場合は、ibm.com®® Web サイトを介してお使いの製品のインフォ
メーション・センターにリンクすることになります。製品の Web ベース・ヘル
プにアクセスできるのは、インターネットに接続している時のみです。切断時に
は、製品にインストールされている限られた数のヘルプ・トピックにアクセスで
きます。

v インターネットから切断している間もヘルプを表示できるように、ヘルプ・コン
テンツをコンピューターにダウンロードできます。重要: この方法を選択した場
合は、ダウンロードするヘルプ・コンテンツおよびフィーチャーを選択できる更
新サイトに接続する必要があります。ヘルプは、製品のインストール時に自動的
にはダウンロードされません。

必要なコンテンツをインフォメーション・センターからダウンロードしてはじめ
て、切断時の作業中にそれが利用できるようになります。使用可能な変更があれ
ば、コンテンツを更新できます。

v 会社がサポートしている場合に、自社のイントラネット・サーバーからヘルプ・
コンテンツにアクセスできます。この方法は、製品のヘルプ・コンテンツがイン
ストールされている、ファイアウォールの背後にあるサーバーに対して、イント
ラネット管理者がリンクをセットアップしていることが前提です。これを選択し
た場合は、自社のイントラネット・サーバーへのリンクを入力する必要がありま
す。管理者が、ヘルプ・コンテンツを定期的に更新しなければなりません。
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ユーザーがイントラネット・サーバーからヘルプ・コンテンツにアクセスできる
ように設定する際、管理者はイントラネット・サーバーのセットアップおよび更
新サイトからのヘルプ・コンテンツのダウンロードに関する指針としてインスト
ール情報を参照してください。

Web ベースのヘルプ・コンテンツにアクセスするのか、ヘルプ・コンテンツをダウ
ンロードしてローカルに使用するのか、またはイントラネットに接続してヘルプを
取得するのかに関わらず、ヘルプ・トピックを開いて解決法を見つけるには「ヘル
プ」>「ヘルプ目次」の順にクリックします。

製品のヘルプ・コンテンツへのアクセス方法を変更するための詳しい説明について
は、製品のインストール・トピックを参照してください。

Web ベースのヘルプ・コンテンツ
Developer for System z ヘルプ・システムは、リモート・ヘルプを使用して Web か
ら動的にコンテンツをプルできるよう構成されています。リモート・ヘルプを使用
すると、Developer for System z 内部から常に最新コンテンツを入手できます。ヘル
プ・システムによっては、Web 上のヘルプ・コンテンツにアクセスするよう構成さ
れていません。その場合、ヘルプ・システムはインストール済み環境に含まれま
す。

ヘルプ情報を取得するには、3 とおりの方法があります。ニーズや状況に応じて、
以下のいずれかが最適となります。

v Web 上のヘルプ・コンテンツにアクセスする。インストールの占有スペースが最
小になり、最新の情報にアクセスできます。

v ご使用のコンピューターにダウンロードしたヘルプ・コンテンツにアクセスす
る。インターネットに接続されていない状態でも作業でき、コンテンツは定期的
に更新することができます。

v ヘルプ・コンテンツをイントラネット・サーバーにデプロイする。ファイアウォ
ールの背後からヘルプを表示でき、管理者によって更新が行われます。

決定したアクセス方法は、いつでも変更できます。複数の製品を一緒にインストー
ルしている場合は、インストールの占有スペース、使用頻度、およびインターネッ
ト・ポリシーに応じて、製品ごとにヘルプの場所を使い分けることができます。イ
ンターネットの速度が問題であるなら、1 回のダウンロードに要する時間は長い
が、ローカル・アクセス方式の方が適切な場合があります。その後のヘルプ更新で
は、差分だけが含まれます。

ユーザーがイントラネット・サーバーからヘルプ・コンテンツにアクセスできるよ
うに設定する際、管理者は WAR ファイルをサーバーにインストールする方法につ
いて「Installation Manager インフォメーション・センター」を参照してください。
Installation Manager インフォメーション・センターで、「エンタープライズ・イン
ストール項目 (Enterprise installation articles)」->「イントラネット・サーバーから
のヘルプ・コンテンツの配信 (Delivering help content from an intranet server)」
の順に選択します。
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Web ベース・ヘルプへのアクセス
Developer for System z のヘルプは、インターネット上の製品インフォメーション・
センターで利用できます。このヘルプは、Developer for System z 内部から表示でき
ます。

始める前に

インストール時に、リモート・インフォメーション・センターからヘルプにアクセ
スするためのオプションを選択しました。このオプションはデフォルトの選択で
す。

このタスクについて

Developer for System z ヘルプ・システムは、製品とともにインストールされたコン
テンツを取得できるほか、インフォメーション・センターを実行しているリモー
ト・サーバーからもコンテンツを取得できます。 Developer for System z のインフ
ォメーション・センターには最新のヘルプ・コンテンツがあり、リモート・インフ
ォメーション・センターからコンテンツを取得するよう Developer for System z が
構成されている場合、「ヘルプ」 → 「ヘルプ目次」を選択してヘルプ・システムを
開くことにより、インフォメーション・センターのコンテンツにアクセスできま
す。

インストール時に、製品インフォメーション・センターからヘルプにアクセスする
よう Developer for System z を構成しました。

Developer for System z のインフォメーション・センターは、以下の Web アドレス
から使用可能です。

http://publib.boulder.ibm.com/infocenter/ratdevz/v7r6/index.jsp.

以下の手順に従って、インフォメーション・センターへの接続を確認します。

手順
1. 「設定」ダイアログを開きます。

2. 「ヘルプ」 → 「コンテンツ」の順に選択します。

3. 「リモート・インフォメーション・センターのヘルプ・コンテンツを組み込む」
が選択されていることを確認します。

4. Developer for System z インフォメーション・センターの URL が、使用可能な
インフォメーション・センターのリストにあることを確認します。対象のインフ
ォメーション・センターがリストされていない場合、以下の手順を完了します。

a. 「追加」をクリックします。

b. 「名前」フィールドに接続の名前を入力します。

c. 「ホスト」フィールドに publib.boulder.ibm.com と入力します。

d. 「パス」フィールドに /infocenter/ratdevz/v7r6 と入力します。

e. 「デフォルト・ポートを使用」を選択します。

f. 「OK」をクリックします。

5. Developer for System z インフォメーション・センターの項目を選択します。

6. 「接続のテスト」をクリックします。
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ローカル・ヘルプ・システム更新プログラムのサイトを使用したヘ
ルプ・コンテンツのダウンロード

このトピックでは、ローカル・ヘルプ・システム更新プログラムのサイトからヘル
プ・コンテンツをダウンロードする方法について説明します。 Web 配信を有効に
して Developer for System z をインストールする場合、ほとんどのヘルプ・コンテ
ンツはインストールされません。すべてのヘルプ・コンテンツにローカルにアクセ
スするには、IBM ローカル・ヘルプ・システム更新プログラムの Web サイトか
ら、またはドキュメンテーション CD の install_localhelp ディレクトリーにあ
る RDz7.6_updateSite.zip ファイルからコンテンツをダウンロードする必要があり
ます。

始める前に

インストール時にヘルプ・アクセス・オプションとして「ヘルプをダウンロードし
てコンテンツにローカルにアクセス (Download help and access the content
locally)」を選択しました。

このタスクについて

製品のヘルプを使用する前に、お使いのローカル・システムにヘルプをダウンロー
ドする必要があります。

ドキュメンテーション CD の install_localhelp ディレクトリーにある
RDz7.6_updateSite.zip ファイルからヘルプ・コンテンツをインストールする場
合、 54ページの『ローカル・ヘルプ更新プログラムと RDz7.6_updateSite.zip フ
ァイルを使用したヘルプ・コンテンツのローカル・インストール』を参照してくだ
さい。

ローカル・ヘルプ・システム更新プログラムのサイトからヘルプ・コンテンツをダ
ウンロードするには、以下の手順を完了します。

手順
1. Developer for System z を開いた状態で、「ヘルプ」 → 「ローカル・ヘルプ更新
プログラム」 の順にクリックします。 更新プログラムのサイトが開きます。

2. x ペインで、ダウンロードするヘルプの場所を選択します。 IBM Rational

Developer for System zについては、「Developer for System z」を選択してくだ
さい。 Developer for System z がリストにない場合は、場所を追加する必要があ
ります。

a. 「内部サイト」タブを選択します。

b. 「+」アイコンを選択して、場所を追加します。

c. 「リモート」を選択します。

d. サイトの名前を入力します。

e. URL として http://publib.boulder.ibm.com/infocenter/ratdevz/v7r6/site/site.xml と
入力します。

3. 「選択可能なフィーチャー」リストに、ダウンロードできるヘルプのリストが表
示されます。ネットワークの接続速度により、この操作に数分かかる場合があり
ます。必要なヘルプ・コンテンツを選択します。
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4. 「インストール」をクリックします。 ヘルプ・コンテンツがダウンロードさ
れ、インストールされます。進行状況表示バーが開き、ダウンロードの追跡状況
を示します。

5. ダウンロードが完了したら、「ヘルプ」 → 「ヘルプ目次」の順に選択して製品
のヘルプを開きます。

タスクの結果

選択したヘルプがシステムにインストールされます。インターネット接続が使用可
能な場合は、自動的にファイルが更新されます。

関連タスク

54ページの『ローカル・ヘルプ更新プログラムと RDz7.6_updateSite.zip ファイ
ルを使用したヘルプ・コンテンツのローカル・インストール』
リモート・ヘルプを使用して Web からヘルプ・コンテンツにアクセスしない場合
は、ヘルプ・コンテンツをローカルにインストールする必要があります。 このトピ
ックでは、ローカル・ヘルプ・システム更新プログラムと、インストール・イメー
ジで提供される RDz7.6_updateSite.zip ファイルを使用してヘルプ・コンテンツを
インストールする方法について説明します。 RDz7.6_updateSite.zip ファイルは、
IBM Rational Developer for System z ドキュメンテーション CD にあります。更新
ダウンロード・サイト (http://download.boulder.ibm.com/ibmdl/pub/software/

rationalsdp/documentation/updatesites/) からも入手可能です。

ヘルプ・コンテンツの更新
ローカル・ヘルプ・システム更新プログラムを使用して、ヘルプ・コンテンツを最
新の状態にします。

始める前に

ローカル・ヘルプ・システム更新プログラム Web サイトからヘルプ・フィーチャ
ーをインストールしてあります。

このタスクについて

インターネットに接続している場合、製品を始動するたびに更新が自動的にインス
トールされます。

製品を再始動せずにヘルプを更新するには、以下の手順を完了します。

手順
1. 製品のヘルプ・システム・ウィンドウを閉じます。

2. 「ヘルプ」 → 「ローカル・ヘルプ更新プログラム」の順に選択してローカル・
ヘルプ・システム更新プログラムを開きます。 更新プログラムのサイトが開き
ます。

3. 「インストール済みフィーチャー」タブをクリックします。

4. 「更新の検索」をクリックします。 インストールしたコンテンツに対する使用
可能な更新があれば、システムにインストールされます。進行状況表示バーが要
求の状況を示します。
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5. 更新が完了したら、「ヘルプ」 → 「ヘルプ目次」の順に選択して製品のヘルプ
を開きます。

ローカル・ヘルプ更新プログラムと RDz7.6_updateSite.zip ファ
イルを使用したヘルプ・コンテンツのローカル・インストール

リモート・ヘルプを使用して Web からヘルプ・コンテンツにアクセスしない場合
は、ヘルプ・コンテンツをローカルにインストールする必要があります。このトピ
ックでは、ローカル・ヘルプ・システム更新プログラムと、インストール・イメー
ジで提供される RDz7.6_updateSite.zip ファイルを使用してヘルプ・コンテンツを
インストールする方法について説明します。 RDz7.6_updateSite.zip ファイルは、
IBM Rational Developer for System z ドキュメンテーション CD にあります。更新
ダウンロード・サイト (http://download.boulder.ibm.com/ibmdl/pub/software/

rationalsdp/documentation/updatesites/) からも入手可能です。

始める前に

インストール時にヘルプ・アクセス・オプションとして「ヘルプをダウンロードし
てコンテンツにローカルにアクセス (Download help and access the content
locally)」を選択しました。

このタスクについて

製品のヘルプを使用する前に、お使いのローカル・システムにヘルプをインストー
ルする必要があります。

ローカル・ヘルプ・システム更新プログラムを使用してワークステーションにヘル
プ・コンテンツをインストールするには、以下の手順を完了します。

手順
1. RDz7.6_updateSite.zip の内容をシステムの一時的な場所に解凍します。このフ
ァイルは Developer for System z ドキュメンテーション CD または更新ダウン
ロード・サイト (http://download.boulder.ibm.com/ibmdl/pub/software/

rationalsdp/documentation/updatesites/) で入手可能です。この場所を覚えて
おきます。

2. Windows Internet Explorer をデフォルト・ブラウザーとして使って IBM Rational

Developer for System z を開き、「ヘルプ」 → 「ローカル・ヘルプ更新プログラ
ム」の順にクリックします。 ローカル・ヘルプ更新プログラムが開きます。

3. 解凍された RDz7.6_updateSite.zip ファイルの場所を指定します。

a. 「内部サイト」タブを選択します。

b. 「+」アイコンを選択して、場所を追加します。

c. 「ローカル」を選択します。

d. サイトの名前を入力します。

e. 「参照」をクリックして、RDz7.6_updateSite.zip の内容を解凍した場所を
参照します。

f. site.xml ファイルをダブルクリックして「OK」を選択します。指定した内
部サイトが作成され、「内部サイト」タブのリストに表示されます。
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g. 「OK」をクリックします。 ローカル・ヘルプ更新プログラムが
RDz7.6_updateSite.zip ファイルに含まれる選択可能なフィーチャーを検索
している間、進行状況表示バーが開き、検索の追跡状況を示します。

h. 次に、作成した内部サイトをダブルクリックして選択します。ダウンロード
に使用できる Developer for System z ドキュメンテーション・フィーチャー
が「使用可能なフィーチャー」タブに表示されます。

4. 「IBM Rational Developer for System z ドキュメンテーション」を選択しま
す。このドキュメンテーション・フィーチャーに含まれているヘルプ・フィーチ
ャーが「フィーチャーの記述」タブに表示され、「インストール」ボタンがアク
ティブ (グレー表示とならない) となります。

5. 「インストール」をクリックします。 進行状況表示バーが開き、インストール
の状況を示します。

6. インストールの完了後、Developer for System z を終了してから再始動します。

7. 「ウィンドウ」>「設定」を選択し、次に「ヘルプ目次」を選択します。ローカ
ルのインフォメーション・センターが有効になっていることを確認します。設
定・ウィンドウを閉じます。

8. 「ヘルプ」>「ヘルプ目次」を選択して製品ヘルプを開きます。

9. 「ヘルプ」 → 「ヘルプ目次」を選択して製品のヘルプを開きます。

タスクの結果

ローカルにインストールすることを選択したヘルプがシステムにインストールさ
れ、使用することができます。

関連タスク

52ページの『ローカル・ヘルプ・システム更新プログラムのサイトを使用したヘル
プ・コンテンツのダウンロード』
このトピックでは、ローカル・ヘルプ・システム更新プログラムのサイトからヘル
プ・コンテンツをダウンロードする方法について説明します。 Web 配信を有効に
して Developer for System z をインストールする場合、ほとんどのヘルプ・コンテ
ンツはインストールされません。 すべてのヘルプ・コンテンツにローカルにアクセ
スするには、IBM ローカル・ヘルプ・システム更新プログラムの Web サイトか
ら、またはドキュメンテーション CD の install_localhelp ディレクトリーにあ
る RDz7.6_updateSite.zip ファイルからコンテンツをダウンロードする必要があり
ます。

ヘルプ・コンテンツの除去
ローカル・ヘルプ・システム更新プログラムを使用して、インストール済みのヘル
プ・コンテンツを除去できます。

始める前に

ローカル・ヘルプ・システム更新プログラムを使用してヘルプ・フィーチャーをダ
ウンロードしてあります。
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このタスクについて

インストール済みのヘルプ・コンテンツを除去するには、以下の手順を完了しま
す。

手順
1. 製品のヘルプ・システム・ウィンドウを閉じます。

2. 「オープン」 → 「ローカル・ヘルプ更新プログラム」の順にクリックしてロー
カル・ヘルプ・システム更新プログラムを開きます。 更新プログラムのサイト
が開きます。

3. 「インストール済みフィーチャー」タブをクリックします。

4. 除去するフィーチャーを選択した後、「除去」をクリックします。 選択したヘ
ルプ・フィーチャーがシステムから除去されます。進行状況表示バーが要求の状
況を示します。

5. 除去が完了したら、「ヘルプ」 → 「ヘルプ目次」の順に選択して製品のヘルプ
を開きます。

ヘルプ・コンテンツ用のイントラネット・サーバーのセットアップ
ユーザーにヘルプ・コンテンツを提供するためのイントラネット・サーバーをファ
イアウォールの背後にセットアップできます。この方法の場合、ユーザーはヘル
プ・コンテンツをダウンロードして自分のコンピューターに保存する必要がありま
せん。

始める前に

ユーザーがアクセスできるサーバーがファイアウォールの背後に必要です。

このタスクについて

ヘルプ・コンテンツ用のイントラネット・サーバーをセットアップする方法につい
ては「Installation Manager インフォメーション・センター」を参照してください。
Installation Manager インフォメーション・センターで、「エンタープライズ・イン
ストール項目 (Enterprise installation articles)」->「イントラネット・サーバーから
のヘルプ・コンテンツの配信 (Delivering help content from an intranet server)」
の順に選択します。

ヘルプ・コンテンツへのアクセス方法の変更
ヘルプ・コンテンツへのアクセス方法は変更できます。Web からヘルプにアクセス
する方法、ヘルプをダウンロードしてそのコンテンツにローカルにアクセスする方
法、またはイントラネット上のサーバーからヘルプにアクセスする方法のいずれか
から選択できます。

ヘルプ・コンテンツへのアクセス方法を変更する前に、ヘルプ・ブラウザーを閉じ
てください。

インストール処理時に、ヘルプ・コンテンツへのアクセス方法として以下のいずれ
かを選択しました。

v Web からヘルプにアクセスする。
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v ヘルプをダウンロードしてコンテンツにローカルにアクセスする。

v イントラネット上のサーバーからヘルプにアクセスする。

ヘルプ・コンテンツへのアクセス方法を変更するには、以下の手順を完了します。

1. 「ウィンドウ」 → 「設定」の順にクリックします。「設定」ウィンドウが開き
ます。

2. 「ヘルプ」項目を展開した後、「コンテンツ」をクリックします。現在構成され
ているインフォメーション・センターのリストが表示されます。選択したアクセ
ス方法に応じて、以下の手順のいずれかを完了します。

v IBM Web サイトのインフォメーション・センターからヘルプ・コンテンツに
アクセスする方法から、イントラネット・サーバー上のヘルプ・コンテンツに
アクセスする方法に変更するには、次の手順に従います。

a. コンテンツのリストで Web アドレスを選択した後、「使用不可」をクリ
ックしてインターネット・サイトへのリンクを使用不可にします。

b. 「追加」をクリックした後、イントラネット接続名を指定し、ヘルプ・コ
ンテンツを保持するサーバーのイントラネット Web アドレスを指定して
から、「OK」をクリックします。

c. 「OK」をクリックして「設定」を閉じます。

d. ヘルプを開くために、「ヘルプ」 → 「ヘルプ目次」の順にクリックしま
す。

v IBM Web サイトのインフォメーション・センターからヘルプ・コンテンツに
アクセスする方法から、ヘルプ・コンテンツをダウンロードしてローカルにア
クセスする方法に変更するには、次の手順に従います。

a. 「リモート・インフォメーション・センターのヘルプ・コンテンツを組み
込む」が選択されていることを確認します。

b. コンテンツのリストで製品のインフォメーション・センターへの接続を選
択した後、「使用不可」をクリックしてそのリンクを使用不可にします。

c. 「追加」をクリックした後、ローカル・ヘルプ接続の名前を入力します。
ローカル・ホストのホスト IP アドレス 127.0.0.1 およびパス /help を
指定します。任意の未使用ポート番号を選択した後、「OK」をクリックし
ます。

d. 作業を保存して閉じ、製品を再始動します。

e. ヘルプ・コンテンツをダウンロードするために、 52ページの『ローカル・
ヘルプ・システム更新プログラムのサイトを使用したヘルプ・コンテンツ
のダウンロード』の説明に従います。

v ヘルプ・コンテンツにローカルにアクセスする方法から、IBM Web サイトか
らヘルプ・コンテンツにアクセスする方法に変更するには、次の手順に従いま
す。

a. 「リモート・インフォメーション・センターのヘルプ・コンテンツを組み
込む」が選択されていることを確認します。

b. コンテンツのリストでローカル・ホストへの接続を選択した後、「使用不
可」をクリックしてそのリンクを使用不可にします。

c. 「追加」をクリックした後、対象となる接続を指定し、ヘルプ・コンテン
ツを含む IBM Web サイトの Web アドレスを指定してから、「OK」をク
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リックします。この Web アドレスは、既に接続のリストで選択可能にな
っている場合があります。リストにある場合は、その接続を選択して、
「使用可能」をクリックします。

d. 「OK」をクリックして「設定」を閉じます。

e. ヘルプを開くために、「ヘルプ」 → 「ヘルプ目次」の順にクリックしま
す。

v ヘルプ・コンテンツにローカルにアクセスする方法から、ヘルプ・コンテンツ
にイントラネット・サーバーからアクセスする方法に変更するには、次の手順
に従います。

a. 「リモート・インフォメーション・センターのヘルプ・コンテンツを組み
込む」が選択されていることを確認します。

b. コンテンツのリストでローカル・ホストへの接続を選択した後、「使用不
可」をクリックしてそのリンクを使用不可にします。

c. 「追加」をクリックした後、対象となる接続を指定し、ヘルプ・コンテン
ツを保持するサーバーのイントラネット Web アドレスを指定してから、
「OK」をクリックします。

d. 「OK」をクリックして「設定」を閉じます。

e. ヘルプを開くために、「ヘルプ」 → 「ヘルプ目次」の順にクリックしま
す。

v イントラネット・サーバーからヘルプ・コンテンツにアクセスする方法から、
ヘルプ・コンテンツをダウンロードしてローカルにアクセスする方法に変更す
るには、次の手順に従います。

a. 「リモート・インフォメーション・センターのヘルプ・コンテンツを組み
込む」が選択されていることを確認します。

b. コンテンツのリストでイントラネット・サーバーへの接続を選択した後、
「使用不可」をクリックしてそのリンクを使用不可にします。

c. 「追加」をクリックした後、ローカル・ヘルプ接続の名前を入力します。
ローカル・ホストのホスト・アドレス 127.0.0.1 およびパス /help を指
定します。任意の未使用ポート番号を入力した後、「OK」をクリックしま
す。

d. 作業を保存して閉じ、製品を再始動します。

e. ヘルプ・コンテンツをダウンロードするために、 52ページの『ローカル・
ヘルプ・システム更新プログラムのサイトを使用したヘルプ・コンテンツ
のダウンロード』の説明に従います。

v イントラネット・サーバーからヘルプ・コンテンツにアクセスする方法から、
IBM Web サイトからヘルプにアクセスする方法に変更するには、次の手順に
従います。

a. コンテンツのリストでイントラネット Web アドレスを選択した後、「使
用不可」をクリックしてイントラネット・サイトへのリンクを使用不可に
します。

b. 「追加」をクリックした後、対象となる接続を指定し、ヘルプ・コンテン
ツを含む IBM Web サイトの Web アドレスを指定してから、「OK」を
クリックします。

c. 「OK」をクリックして「設定」を閉じます。
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d. ヘルプを開くために、「ヘルプ」 → 「ヘルプ目次」の順にクリックしま
す。

ライセンスの管理
インストールした IBM ソフトウェアとカスタマイズしたパッケージのライセンス
は、IBM Installation Manager の「ライセンスの管理」ウィザードを使用して管理さ
れます。「ライセンスの管理」ウィザードは、ライセンス情報を表示して、インス
トール済みパッケージごとに、ライセンス構成タスクを実行できるようにします。

一部の Rational 製品に付属する試用版ライセンスは、インストール後、30 日また
は 60 日経過すると有効期限が切れます。有効期限後も製品を使用するには、その
製品をアクティブ化する必要があります。「ライセンスの管理」ウィザードを使用
すると、製品アクティベーション・キットをインポートすることにより、試用版オ
ファリングをライセンス版にアップグレードすることができます。また、試用版ラ
イセンスまたは永続ライセンスのオファリングに対して、フローティング・ライセ
ンスの適用を有効にして、ライセンス・サーバーからフローティング・ライセン
ス・キーを使用することもできます。

v Rational 製品のライセンスの管理について詳しくは、Rational ライセンス・サポ
ート・ページ (http://www-306.ibm.com/software/rational/support/licensing/)

を参照してください。

許可ユーザー・ライセンス
IBM Rational 許可ユーザー・ライセンスは、特定の単一の個人に、Rational ソフト
ウェア製品の使用を許可します。購入者は、何らかの形で製品にアクセスする個々
のユーザーごとに、許可ユーザー・ライセンスを取得する必要があります。許可ユ
ーザー・ライセンスは、購入者が長期的または永続的に、元の譲受人を置き換えな
い限り、再割り当てすることはできません。

例えば、許可ユーザー・ライセンスを 1 つ購入した場合は、そのライセンスを特定
の個人 1 名に割り当てることができ、その人が対応する Rational ソフトウェア製
品を使用できます。許可ユーザー・ライセンスは、ライセンスを受けた人が積極的
に使用しない場合であっても、いかなる時点においても、別の人にその製品の使用
権を与えるものではありません。

フローティング・ライセンス
IBM Rational フローティング・ライセンスは、複数のチーム・メンバー間で共用が
可能な単一ソフトウェア製品に対するライセンスです。ただし、同時ユーザーの総
数は、購入フローティング・ライセンスの数を超えてはなりません。例えば、
Rational ソフトウェア製品に 1 つのフローティング・ライセンスを購入した場合、
組織内の任意のユーザーが任意のある時点でその製品を使用していることがありま
す。その製品にアクセスしたい別の人は、現行ユーザーがログオフするまで待たな
ければなりません。

フローティング・ライセンスを使用するには、フローティング・ライセンス・キー
を取得して、それを Rational ライセンス・サーバーにインストールする必要があり
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ます。サーバーはエンド・ユーザーのライセンス・キーへのアクセス要求に応答し
ます。アクセスが認可されるのは、組織で購入したライセンス数に一致する数の同
時ユーザーです。

ライセンスの使用可能化
Rational ソフトウェア製品を初めてインストールする場合、または製品の使用を継
続するためにライセンスの延長を希望する場合、該当の製品のライセンスを使用可
能にする方法は複数あります。

Rational Software Development Platform オファリングのライセンスは、以下の 2 通
りの方法で使用可能にされます。

v 製品アクティベーション・キットをインポートする

v Rational Common Licensing を有効にして、フローティング・ライセンス・キーに
アクセスできるようにする

注: 一部の Rational 製品に付属する試用版ライセンスは、インストール後、30 日ま
たは 60 日経過すると有効期限が切れます。有効期限後も製品を使用するに
は、その製品をアクティブ化する必要があります。

アクティベーション・キット
製品アクティベーション・キットには、試用版 Rational 製品の永続ライセンス・キ
ーまたは期限付きライセンス・キーが含まれています。アクティベーション・キッ
トを購入し、アクティベーション・キットの .zip ファイルをローカル・マシンに
ダウンロードしてから、アクティベーション・キットの .jar ファイルをインポー
トし、ご使用の製品のライセンスを使用可能にします。アクティベーション・キッ
トを製品にインポートするには、IBM Installation Manager を使用します。

フローティング・ライセンスの適用
必要に応じて、フローティング・ライセンス・キーを取得し、IBM Rational ライセ
ンス・サーバーをインストールして、ご使用の製品に対するフローティング・ライ
センスの適用を有効にできます。フローティング・ライセンスを適用することに
は、以下の利点があります。

v 組織全体にわたりライセンス準拠が適用される

v ライセンス購入数が少なくて済む

v IBM Rational Team Unifying and Software Development Platform デスクトップ製
品のライセンス・キーを同一ライセンス・サーバーから提供できる

アクティベーション・キットおよびフローティング・ライセンスの取得について詳
しくは、 62ページの『ライセンスの購入』を参照してください。

インストール済みパッケージのライセンス情報の表示
インストール済みパッケージのライセンス情報は、ライセンス・タイプおよび有効
期限を含めて、IBM Installation Manager から確認することができます。

ライセンス情報を表示するには、以下の手順を行います。

1. IBM Installation Manager を開始します。

2. 「メイン」ページで「ライセンスの管理」をクリックします。
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パッケージ・ベンダー、現在のライセンス・タイプ、および有効期限は、インスト
ール済みパッケージごとに表示されます。

製品アクティベーション・キットのインポート
永続ライセンス・キーまたは期限付きライセンス・キーをインストールするには、
アクティベーション・キットをダウンロード場所または製品メディアから IBM

Installation Manager を使用してインポートする必要があります。

アクティベーション・キットを購入していない場合は、最初にそれを購入する必要
があります。製品または製品アクティベーション・キットを購入してある場合は、
該当の CD を挿入するか、またはアクティベーション・キットを IBM Passport

Advantage から、アクセス可能なワークステーションにダウンロードします。アク
ティベーション・キットは、Java アーカイブ(.jar) ファイルとしてパッケージされ
ています。.jar ファイルは永続ライセンス・キーを含みます。このファイルをイン
ポートして、ご使用の製品をアクティブ化する必要があります。

アクティベーション・キット .jar をインポートして、新しいライセンス・キーを
有効にするには、以下の手順を行います。

1. IBM Installation Manager を開始します。

2. 「メイン」ページで「ライセンスの管理」をクリックします。

3. パッケージを選択し、「アクティベーション・キットのインポート」ボタンをク
リックします。

4. 「次へ」をクリックします。現在のライセンスの種類、およびライセンスのバー
ジョン範囲など、選択したパッケージの詳細が示されます。

5. アクティベーション・キットのメディア CD またはダウンロード場所でパスを
参照してから、該当の Java アーカイブ (.jar) ファイルを選択し、「 開く」を
クリックします。

6. 「次へ」をクリックします。「要約 (Summary)」ページに、アクティベーショ
ン・キットのターゲット・インストール・ディレクトリー、新規ライセンスの適
用される製品、およびバージョン情報が表示されます。

7. 「完了」をクリックします。

永続ライセンス・キーを含む製品アクティベーション・キットが製品にインポート
されます。「ライセンスの管理」ウィザードが、インポートが正常に終了したかど
うかを示します。

フローティング・ライセンスの使用可能化
チーム環境がフローティング・ライセンスの適用をサポートしている場合は、ご使
用の製品のフローティング・ライセンスを使用可能にして、フローティング・ライ
センス・キーにアクセスできるように接続を構成することができます。

フローティング・ライセンスの適用を有効にする前に、管理者からライセンス・サ
ーバー接続情報を入手する必要があります。ライセンス・サーバー、ライセンス・
キー、および Rational Common Licensing による管理について詳しくは、「IBM

Rational License Management Guide」を参照してください。
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指定されたパッケージのライセンス・タイプとしてフローティング・ライセンスを
使用可能にして、ライセンス・サーバー接続を構成するには、以下を行います。

1. Rational Software Development Platform の IBM Installation Manager で、「ファ
イル」->「開く」->「ライセンスの管理」をクリックします。

2. パッケージのバージョンを選択し、「フローティング・ライセンス・サポートの
設定」ボタンを選択します。

3. 「次へ」をクリックします。

4. 「フローティング・ライセンスの適用を有効にする」ボタンをクリックします。

5. 1 つ以上のライセンス・サーバー接続を以下のように構成します。

a. 「サーバー」テーブルで空のフィールドをクリックするか、または「追加」
ボタンをクリックします。

b. 管理者から代替サーバー環境に関する情報を受け取った場合は、「代替サー
バー」ボタンをクリックします。 1 次サーバー、2 次サーバー、および 3

次サーバーの名前とポートのフィールドが表示されます。

c. 「名前」フィールドにライセンス・サーバーのホスト名を入力します。

d. (オプション) ファイアウォールが使用される環境の「ポート」フィールドに
値を入力します。管理者から指示されない限り、このポートには値を割り当
てないでください。

e. 代替サーバー環境の場合は、2 次サーバーおよび 3 次サーバーの名前と (必
要ならば) ポートを入力します。

f. (オプション) 「接続のテスト」ボタンをクリックして、接続情報が正しいこ
と、およびサーバーが使用可能であることを確認できます。

g. 「OK」をクリックします。

6. 「次へ」をクリックします。

7. (オプション) シェル共用パッケージまたはカスタム・パッケージのライセンス使
用順序を構成します。リストのライセンスの順序は、ご使用のパッケージが、特
定のライセンス・パッケージのライセンス・キーへのアクセスを試みる順序を決
定します。

8. 「完了」をクリックします。

「ライセンスの管理」ウィザードが、フローティング・ライセンスの構成が正常に
終了したかどうかを示します。

ここで、有効になった製品を次に開くと、使用可能なフローティング・ライセン
ス・キーのプールからライセンス・キーを取得するために、ライセンス・サーバー
との間に接続が作成されます。

ライセンスの購入
現行製品ライセンスの期限切れが近づいている場合、またはチーム・メンバー用に
製品ライセンスを追加で取得したい場合、新規ライセンスを購入できます。

ライセンスを購入して、ご使用の製品を有効にするには、以下の手順を完了しま
す。

1. 購入したいライセンスのタイプを決定します。
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2. ibm.com にアクセスするか、IBM 営業担当員に連絡を取って、製品ライセンス
製品を購入します。詳しくは、ソフトウェアのご注文方法 に関する IBM Web

ページを参照してください。

3. 購入するライセンスのタイプに応じて、受け取ったライセンス証書を使用し、以
下のいずれかを行って、ご使用の製品を有効にします。

v ご使用する製品の許可ユーザー・ライセンスを購入する場合は、Passport

Advantage にアクセスし、そこの指示に従って、製品アクティベーション・キ
ット・ファイルをダウンロードします。アクティベーション・キットをダウン
ロードしたら、製品アクティベーション .jar ファイルを Installation Manager

を使用してインポートする必要があります。

v ご使用する製品のフローティング・ライセンスを購入する場合は、IBM

Rational Licensing and Download サイト へのリンクをクリックし、ログイン
して (IBM への登録が必要)、IBM Rational ライセンス・キー・センターに接
続するためのリンクを選択します。これで、ライセンス証書を使用して、ライ
センス・サーバーのフローティング・ライセンス・キーを取得することができ
ます。

必要に応じて、Passport Advantage にもアクセスし、ご使用の製品のアクティ
ベーション・キットをダウンロードすることができます。アクティベーショ
ン・キットのインポート後、PC を長期間、オフライン状態で使用する場合に
は、ライセンス・タイプをフローティングから永続へと切り替えることができ
ます。

アクティベーション・キットをインポートしたい場合、またはご使用の製品にフロ
ーティング・ライセンス・サポートを有効にしたい場合には、IBM Installation

Manager の「ライセンスの管理」ウィザードを使用します。

ライセンスのサイレント・インストールおよび設定
製品ライセンスをインポートして、サイレントにフローティング・ライセンス・サ
ポートを設定できます。これは、パッケージをサイレントにインストールできるの
と同じように行えます。ライセンス構成タスクを実行するために、IBM Installation

Manager が使用する応答ファイルを生成する必要があります。応答ファイルの記
録、およびサイレント・インストールの実行について詳しくは、 37ページの『サイ
レント・インストール』を参照してください。応答ファイルを記録する場合は、
「ライセンスの管理」パネルを使用して、アクティベーション・キットをインポー
トするか、フローティング・ライセンス・サポートの設定を行ってから、Installation

Manager を終了します。これらのタスクをサイレントに実行するために必要な情報
が応答ファイルに書き込まれます。
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第 7 章 Developer for System z の開始

Developer for System z は、Windows デスクトップ環境またはコマンド行インター
フェースから、以下のように開始することができます。

v Windows の「スタート」メニューから IBM Rational Developer for System z を
開始するには、「スタート」->「すべてのプログラム」-> 「[package group
name]」 ->「IBM Rational Developer for System z」->「IBM Rational
Developer for System z」をクリックします。

v Developer for System z をコマンド行から開始するには、<product install

directory>¥eclipse.exe -product

com.ibm.rational.developer.systemz.product.ide と入力します。
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第 8 章 インストール済みパッケージの変更

IBM Installation Manager の「パッケージの変更」を使用すると、フィーチャーを追
加または除去することによって、インストール済みパッケージの内容を変更できま
す。この機能は、IBM Installation Manager を使用してインストールされたパッケー
ジでのみ使用可能です。

注: インストール済み環境を変更するために、元のインストール・メディアおよび
更新メディアへのアクセスが必要になることがあります。詳しくは、Installation

Manager ヘルプ を参照してください。

注: 変更する前に、Installation Manager を使用してインストールされたすべてのプ
ログラムをクローズしてください。

注: Eclipse ロケーションまたは JVM を変更することはできません。

インストール済みパッケージを変更するには、以下の手順を行います。

1. Installation Manager のメインパネルから、「パッケージの変更」アイコンをクリ
ックします。

2. 「パッケージの変更」パネルで、変更するパッケージが入ったパッケージ・グル
ープを選択します。インストールされているパッケージを判別するためにヘルプ
が必要な場合は、「キャンセル」をクリックし、「ファイル」->「インストール
済みパッケージの表示」をクリックします。表示されるページに、システムにイ
ンストール済みのパッケージとパッケージ・グループが示されます。準備が整っ
たら、「パッケージの変更」を再びクリックし、パッケージ・グループを選択し
て、先に進むために「次へ」をクリックします。

3. 「言語」パネルで、追加または除去する言語を選択または選択解除し、「次へ」
をクリックします。

4. 「フィーチャー」パネルで、現在インストールされているフィーチャーが事前選
択されています。インストールする追加フィーチャーを選択するか、除去するイ
ンストール済みフィーチャーを選択解除します。選択が終了したら、「次へ」を
クリックして先に進みます。

5. インストール済み環境の変更を開始する前に、「要約」パネルで選択項目を確認
します。前のパネルで選択した項目を変更する場合は、「戻る」をクリックして
変更します。選択項目が適切である場合は、「変更」をクリックして、指定した
変更を行います。変更プロセスが開始され、進行標識にプロセスが完了したパー
センテージが示されます。

6. 「完了」ページに結果が表示されます。

7. 「ログ・ファイルの表示 (View Log File)」をクリックして、完全なインストー
ル・ログを表示します。
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第 9 章 インストール済みパッケージの更新

IBM Installation Manager を使用して、Installation Manager によってインストールさ
れたパッケージの製品更新および新規フィーチャーをインストールできます。

デフォルトでは、システムからアクセス可能なローカル更新リポジトリーまたはネ
ットワーク更新リポジトリーをリポジトリー設定が指している場合を除き、更新を
インストールするにはインターネット・アクセスが必要です。詳しくは、Installation

Manager ヘルプ を参照してください。

注: 更新する前に、Installation Manager を使用してインストールされたすべてのプ
ログラムをクローズしてください。

パッケージ更新を検索してインストールするには、以下の手順を行います。

1. 特定のリポジトリー、例えば、イントラネット内の HTTP Web サーバー上に
保管されているリポジトリーから更新をインストールする場合は、先に進む前
に、Installation Manager 設定でリポジトリー・ロケーションを指定する必要が
あります。 Installation Manager で更新のインターネット検索を行うときは、こ
のステップを実行する必要はありません。

注: Installation Manager 設定でリポジトリーの指定を行った場合、Installation

Manager は、指定されたリポジトリーの検索に加えて、更新のインターネ
ット検索もやはり行います。Installation Manager で更新の検索を行いたく
なければ、「ファイル」->「設定」と進み、「リポジトリー」パネル下部に
ある「インストール中および更新中のサービス・リポジトリーの検索」チ
ェック・ボックスを選択解除します。こうすると、Installation Manager に
対して、インターネットで検索を行わずに、設定で指定されたリポジトリ
ーでのみ検索するように指示することになります。

2. Installation Manager のメインパネルから、「更新」をクリックします。

3. 「パッケージの更新」パネルで、変更するパッケージが入ったパッケージ・グ
ループを選択します。インストールされているパッケージを判別するためにヘ
ルプが必要な場合は、「キャンセル」をクリックし、「ファイル」->「インス
トール済みパッケージの表示」をクリックします。表示されるページに、シス
テムにインストール済みのパッケージとパッケージ・グループが示されます。
すべてのインストール済みパッケージの更新の確認を行う場合は、「すべて更
新」チェック・ボックスを選択します。「次へ」をクリックして先に進みま
す。

4. Installation Manager は、インストール済みパッケージに使用可能な更新を検索
します。次のパネルに、検出された選択可能な更新のリストが表示されます。

5. デフォルトでは、推奨される更新だけが表示されます。パッケージのすべての
更新を表示する場合は、「すべて表示」をクリックします。更新は、必要な依
存関係が事前選択された状態で表示されます。

6. インストールする更新を選択し、「次へ」をクリックします。
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7. 「ライセンス」パネルで、選択した更新のご使用条件をお読みください。イン
ストールするように選択した各更新にご使用条件があります。「ライセンス」
パネルの左側にある各パッケージ名をクリックして、そのご使用条件を表示し
てください。

a. すべてのご使用条件に同意する場合は、「同意する (I accept the terms of
the license agreements)」をクリックします。

b. 「次へ」をクリックして先に進みます。

8. 更新のインストールを開始する前に、「要約」パネルで選択項目を確認しま
す。前のパネルで選択した項目を変更する場合は、「戻る」をクリックして変
更します。インストールの選択項目が適切である場合は、「更新」をクリック
して更新をインストールします。更新のインストールが開始され、進行標識に
インストールが完了したパーセンテージが示されます。

9. 「完了」ページに結果が表示されます。

10. 「ログ・ファイルの表示 (View Log File)」リンクをクリックして、全インスト
ール・ログを表示します。
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第 10 章 Developer for System z のアンインストール

Installation Manager の「アンインストール」オプションを使用すると、以前に
Installation Manager を使用してインストールされたパッケージをアンインストール
することができます。

パッケージをアンインストールするには、そのパッケージのインストールに使用し
た同一のユーザー・アカウントを使用して、システムにログインする必要がありま
す。アンインストール・プロセスを開始するには、以下のいずれかを行います。

v Windows の「プログラムの追加と削除」画面から、「IBM Rational Developer for

System z」(パッケージ・グループ名) を選択して、「削除」をクリックします。
これにより、IBM Installation Manager が起動します。

v Windows の「スタート」メニューから、「スタート」->「すべてのプログラ
ム」->「IBM Installation Manager」->「IBM Installation Manager」をクリック
します。

注: 非管理者によるインストールを行った場合、「スタート」->「すべてのプロ
グラム」->「My IBM Installation Manager」->「My IBM Installation
Manager」をクリックします。

1. Installation Manager を使用してインストールしたすべてのプログラムをクローズ
します。

2. Installation Manager のメインパネルから、「パッケージのアンインストール」を
クリックします。

3. 「パッケージのアンインストール」パネルで、アンインストールするパッケージ
を選択します。「次へ」をクリックします。

4. 「パッケージ」ページで、アンインストールするパッケージを選択し、「次へ」
をクリックします。

5. 「要約」パネルで、アンインストールするために選択したパッケージを確認しま
す。何らかの変更を行う場合は、「戻る」をクリックします。アンインストー
ル・プロセスを開始するには、「アンインストール」をクリックします。

6. アンインストールが終了すると、「完了」パネルが表示されて結果が示されま
す。

7. 「完了」をクリックします。
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第 11 章 マイグレーション

WebSphere Developer for zSeries® または WebSphere Developer for
System z ワークスペースのマイグレーション

WebSphere Developer for zSeries 6.0.1 または WebSphere Developer for System z

7.0 で使用したワークスペースがあり、それを IBM Rational Developer for System z

バージョン 7.6.1 で使用するためにマイグレーションしたい場合は、以下の手順に
従ってください。

1. IBM Rational Developer for System z バージョン 7.6.1 をインストールします。

2. マイグレーションするワークスペースの名前を指定して、Rational Developer for

System z を開始します。古いワークスペースは、古い成果物がすべて新しいワ
ークスペースに存在し、表示されるように自動的にマイグレーションされます。

3. Rational Developer for System z バージョン 7.5 ワークスペースが、バージョン
7.6.1 にマイグレーションされます。

注: Developer for System z をバージョン 7.5 からバージョン 7.6.1 にアップグレ
ードできます。バージョン 7.6.1 は、インストール場所を変えれば、Developer

for System z のこれまでのすべてのバージョンと共存も可能です。
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付録 A. 追加ソフトウェアのインストール

必要な System z コンポーネントのインストール
必要な System z コンポーネントのインストールの詳細は、「Developer for System

z ホスト・プランニング・ガイド」を参照してください。

IBM TxSeries for Multiplatforms のインストール
CICS TxSeries for Multiplatforms にはローカル CICS 開発プラットフォームが用意
されているため、CICS プログラムの開発が可能です。

CICS TxSeries には専用のインストール資料のセットがあり、製品に同梱のディスク
に入っています。

IBM TxSeries for Multiplatforms をインストールするには、以下を行います。

1. IBM Rational Developer for System z インストール・セットアップ CD を挿入す
るか、または電子イメージの RDz76Edition_Setup ディレクトリーを開きます。

2. launchpad.exe を実行して、ランチパッド・プログラムを開始します。

3. ランチパッド・ウィンドウの左側にある「オプション・ソフトウェアのインスト
ール」タブをクリックします。

4. 「IBM TxSeries for Multiplatforms v7.1 インストールの起動」をクリックし
て、インストールを起動します。

5. プロンプトが出されたら、IBM TxSeries for Multiplatforms v7.1 インストール
CD を挿入するか、または電子インストール・イメージを含むロケーションを指
定します。

6. インストールが開始したら、画面のプロンプトに従ってインストールを実行しま
す。

UML Profiles for COBOL Development 拡張機能のインストール

注: この拡張機能をインストールする前に、IBM Rational Software Architect バージ
ョン 7.5 をインストールしておくか、またはそれを拡張機能と同時にインスト
ールする必要があります。この拡張機能は、Developer for System z がインスト
ールされていてもいなくても、インストールすることができます。

UML Profiles for COBOL Development 拡張機能をインストールするには、以下を行
います。

1. IBM Rational Developer for System z インストール・セットアップ CD を挿入す
るか、または電子イメージの RDz76Edition_Setup ディレクトリーを開きます。

2. launchpad.exe を実行して、ランチパッド・プログラムを開始します。

3. ランチパッド・ウィンドウの左側にある「オプション・ソフトウェアのインスト
ール」タブをクリックします。
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4. 「UML Profiles for COBOL Development インストールの起動」をクリックし
て、インストールを起動します。

5. プロンプトが出されたら、UML Profiles for COBOL Development 拡張機能イン
ストール CD を挿入するか、または電子インストール・イメージを含むロケー
ションを指定します。

6. IBM Installation Manager が開始したら、画面のプロンプトに従ってインストー
ルを実行します。

IBM Rational Software Architect をすでにインストールしてある場合は、インス
トール用に既存のパッケージ・グループの選択を求めるプロンプトが出されたと
きに、インストール先のパッケージ・グループを選択します。

Rational Software Architect を UML Profiles for COBOL Development と同時に
インストールする場合は、新規パッケージ・グループを作成するか、既存のパッ
ケージ・グループにインストールするかのいずれかが可能です。

RSE Server for Multiplatform のインストール
オプションの RSE サーバーのインストールの詳細は、IBM Rational Developer for

System z RSE Server for AIX、Linux、および Linux on System z インストール CD

の「Developer for System z RSE サーバー インストールおよび構成ガイド」を参照
してください。
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付録 B. 既知の問題および制限事項

このセクションでは、インストールおよびアンインストールにおける既知の問題と
制限事項について説明します。

製品の問題および制限事項の詳細については、IBM Rational Developer for System z

インストール・セットアップ CD の Documents¥en ディレクトリーにある
readme.html ファイルを参照してください。

WebSphere Developer for zSeries バージョン 6.0.1 ワークスペースの
非互換性

Rational Developer for System z 7.6.1 で使用されるワークスペースは、WebSphere

Developer for zSeries 6.0.1 との互換性がありません。WebSphere Developer for

zSeries 6.0.1 からのワークスペースを使用して Rational Developer for System z

7.6.1 を開始した場合、ご使用のワークスペースは Rational Developer for System z

7.6.1 で機能するようにマイグレーションされます。Rational Developer for System z

7.6.1 をアンインストールして WebSphere Developer for zSeries 6.0.1 ワークスペー
スの使用を継続する計画の場合は、Rational Developer for System z 7.6.1 をインス
トールする前に、WebSphere Developer for zSeries 6.0.1 ワークスペースのバックア
ップを行っておく必要があります。
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付録 C. IBM Packaging Utility

IBM Packaging Utility ソフトウェアを使用して、HTTP または HTTPS 経由で使用
可能な Web サーバーに配置できるリポジトリーにパッケージをコピーできます。

Packaging Utility ソフトウェアは、IBM Rational の補助 CD に入っています。
Developer for System z および他のパッケージの入ったリポジトリーを、HTTP 経由
で使用可能な Web サーバーに配置する場合は、Packaging Utility を使用して、それ
らのパッケージをリポジトリーにコピーする必要があります。

このユーティリティーを使用して、以下の作業を行うことができます。

v パッケージの新規リポジトリーを生成します。

v パッケージを新規リポジトリーにコピーします。複数のパッケージを単一リポジ
トリーにコピーして、IBM Installation Manager を使用した製品のインストール元
となる共通ロケーションを企業内に作成することができます。

v パッケージをリポジトリーから削除します。

ツールの使用方法について詳しくは、Packaging Utility のオンライン・ヘルプを参照
してください。

Packaging Utility のインストール
IBM Packaging Utility を使用して Developer for System z パッケージをコピーする
前に、Packaging Utility を圧縮ファイルから解凍する必要があります。

以下の手順で、IBM Packaging Utility ソフトウェアを解凍します。

1. Packaging Utility 圧縮ファイルを IBM Rational 補助 CD で探します。Packaging

Utility を収容する圧縮ファイルは、IBM Rational Application Developer 補助 CD

に入っています (PackagingUtility\pu.disk_win32.zip)。

2. ユーティリティーの入った圧縮ファイルからファイルを一時ディレクトリーに解
凍します。圧縮ファイルのディレクトリーを保持するようにしてください。
Packaging Utility のインストールに使用するインストール・ファイルがありま
す。

3. Packaging Utility インストール・ファイルを解凍したディレクトリーに変更し
て、インストール・プログラムを開始します。

4. InstallerImage_win32¥install.exe を実行します。

5. Installation Manager が開始します。「パッケージのインストール」ウィザード
は、Packaging Utility をインストールするように構成されています。

6. 「パッケージのインストール (Install Packages)」ウィザードの画面上の指示に従
って、インストールを完了します。
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Packaging Utility を使用してパッケージを HTTP サーバーにコピー
HTTP サーバーにリポジトリーを作成する場合は、Packaging Utility を使用してパッ
ケージをそのリポジトリーにコピーする必要があります。 Packaging Utility は、複
数の製品パッケージおよびサービス更新を単一リポジトリー・ロケーションへ結合
するために使用できます。詳しくは、Packaging Utility オンライン・ヘルプを参照し
てください。

Packaging Utility でパッケージをコピーするには、以下の手順を行います。

1. Windows の「スタート」メニューから、「スタート」->「すべてのプログラ
ム」->「IBM Packaging Utility」->「IBM Packaging Utility」で、Packaging

Utility を開始します。

2. ユーティリティーのメインページで、「パッケージのコピー」をクリックしま
す。

3. 提供される情報を読み、「次へ」をクリックします。

4. 「ソース」パネルで、「リポジトリーを開く...」をクリックし、コピーするパッ
ケージの場所を入力します。Developer for System z およびそのバンドル・オフ
ァリングでは、IBM Rational Developer for System z インストール・セットアッ
プ CD 上か、電子イメージの RDz76Edition_Setup ディレクトリー内のいずれ
かの repository.config ファイルを指します。

代わりに、「Passport Advantage...」を選択して、Passport Advantage ID およ
びパスワードを入力し、パッケージを Passport Advantage からコピーすること
ができます。

5. 選択したリポジトリーで選択可能なパッケージのリストから、インストールす
るパッケージを選択します。「次へ」をクリックします。

6. 選択したパッケージのご使用条件をお読みください。すべてのご使用条件に同
意する場合は、「同意する (I agree with the terms of the license
agreements)」をクリックし、「次へ」をクリックします。

7. 「宛先」パネルで、既存のリポジトリーを選択するか、または「参照」をクリ
ックしてリポジトリーの保管場所を選択します。宛先を選択したら、「OK」を
クリックします。

8. 「次へ」をクリックして、「要約」ページに進みます。「要約」ページには、
宛先リポジトリーにコピーされる、選択したパッケージが表示されます。ま
た、このページには、コピーが必要とするストレージ・スペース量が、ドライ
ブ上の使用可能スペースとともに表示されます。

9. 変更を加えたい場合は、「戻る」をクリックして、前のパネルに戻って変更を
加えます。選択内容が適切である場合は、「コピー」をクリックして、選択し
たパッケージを宛先リポジトリーにコピーします。ウィザードの下部にステー
タス・バーが表示され、コピー・プロセスの残り時間を示します。コピー・プ
ロセスが終了すると、「完了」ページが開き、正常にコピーされたすべてのパ
ッケージが表示されます。

10. 「完了 (Done)」をクリックして、Packaging Utility のメインページに戻りま
す。

11. ご使用のリポジトリーに追加のオファリングをコピーする場合には、コピーす
る追加のパッケージを指定して、ステップ 2 から 10 を繰り返します。
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これで、Packaging Utility を使用して Developer for System z のインストール・フ
ァイルがリポジトリーにコピーされたため、Web サーバーまたは他の共用ドライバ
ーの上にリポジトリーを配置し、それを HTTP または HTTPS 経由で使用すること
が可能になりました。(リポジトリーは UNC ドライブに配置することもできます。)
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IBM Rational Developer for System z 資料に関する特記事項

© Copyright IBM Corporation - 2010
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法務・知的財産
知的財産権ライセンス渉外

以下の保証は、国または地域の法律に沿わない場合は、適用されません。 IBM お
よびその直接または間接の子会社は、本書を特定物として現存するままの状態で提
供し、商品性の保証、特定目的適合性の保証および法律上の瑕疵担保責任を含むす
べての明示もしくは黙示の保証責任を負わないものとします。国または地域によっ
ては、法律の強行規定により、保証責任の制限が禁じられる場合、強行規定の制限
を受けるものとします。

この情報には、技術的に不適切な記述や誤植を含む場合があります。本書は定期的
に見直され、必要な変更は本書の次版に組み込まれます。 IBM は予告なしに、随
時、この文書に記載されている製品またはプログラムに対して、改良または変更を
行うことがあります。

本書において IBM 以外の Web サイトに言及している場合がありますが、便宜のた
め記載しただけであり、決してそれらの Web サイトを推奨するものではありませ
ん。それらの Web サイトにある資料は、この IBM 製品の資料の一部ではありませ
ん。それらの Web サイトは、お客様の責任でご使用ください。

IBM は、お客様が提供するいかなる情報も、お客様に対してなんら義務も負うこと
のない、自ら適切と信ずる方法で、使用もしくは配布することができるものとしま
す。

本プログラムのライセンス保持者で、(i) 独自に作成したプログラムとその他のプロ
グラム (本プログラムを含む) との間での情報交換、および (ii) 交換された情報の
相互利用を可能にすることを目的として、本プログラムに関する情報を必要とする
方は、下記に連絡してください。

Intellectual Property Dept. for Rational Software

IBM Corporation

3039 Cornwallis Road, PO Box 12195

Research Triangle Park, NC 27709

U.S.A.

本プログラムに関する上記の情報は、適切な使用条件の下で使用することができま
すが、有償の場合もあります。
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本書で説明されているライセンス・プログラムまたはその他のライセンス資料は、
IBM 所定のプログラム契約の契約条項、IBM プログラムのご使用条件、またはそれ
と同等の条項に基づいて、IBM より提供されます。

この文書に含まれるいかなるパフォーマンス・データも、管理環境下で決定された
ものです。そのため、他の操作環境で得られた結果は、異なる可能性があります。
一部の測定が、開発レベルのシステムで行われた可能性がありますが、その測定値
が、一般に利用可能なシステムのものと同じである保証はありません。さらに、一
部の測定値が、推定値である可能性があります。実際の結果は、異なる可能性があ
ります。お客様は、お客様の特定の環境に適したデータを確かめる必要がありま
す。

IBM 以外の製品に関する情報は、その製品の供給者、出版物、もしくはその他の公
に利用可能なソースから入手したものです。IBM は、それらの製品のテストは行っ
ておりません。したがって、他社製品に関する実行性、互換性、またはその他の要
求については確証できません。 IBM 以外の製品の性能に関する質問は、それらの
製品の供給者にお願いします。

IBM の将来の方向または意向に関する記述については、予告なしに変更または撤回
される場合があり、単に目標を示しているものです。

本書には、日常の業務処理で用いられるデータや報告書の例が含まれています。よ
り具体性を与えるために、それらの例には、個人、企業、ブランド、あるいは製品
などの名前が含まれている場合があります。これらの名称はすべて架空のものであ
り、名称や住所が類似する企業が実在しているとしても、それは偶然にすぎませ
ん。

著作権使用許諾
本書には、様々なオペレーティング・プラットフォームでのプログラミング手法を
例示するサンプル・アプリケーション・プログラムがソース言語で掲載されていま
す。お客様は、サンプル・プログラムが書かれているオペレーティング・プラット
フォームのアプリケーション・プログラミング・インターフェースに準拠したアプ
リケーション・プログラムの開発、使用、販売、配布を目的として、いかなる形式
においても、IBM に対価を支払うことなくこれを複製し、改変し、配布することが
できます。このサンプル・プログラムは、あらゆる条件下における完全なテストを
経ていません。従って IBM は、これらのサンプル・プログラムについて信頼性、
利便性もしくは機能性があることをほのめかしたり、保証することはできません。
サンプル・プログラムは、現存するままの状態で提供され、いかなる保証条件も適
用されません。IBM は、お客様の当該サンプル・プログラムの使用から生ずるいか
なる損害に対しても一切の責任を負いません。

商標
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索引
日本語, 数字, 英字, 特殊文字の
順に配列されています。なお, 濁
音と半濁音は清音と同等に扱われ
ています。

［ア行］
アンインストール、IBM Rational

Developer for System z 71

アンインストールと Installation

Manager 21

イメージ (電子)、解凍と検査 11

イメージ、共用ドライブからのインストー
ル 12, 27

イメージ、ワークステーション上のイメー
ジからのインストール 12, 26

インストール
インストール・イメージからのローカ
ル・ヘルプ・コンテンツ 54

インストール CD、インストール 11

インストール、インストール CD から
11

インストール、共用ドライブ上のイメージ
から 12, 27

インストール、計画 11

インストール、サイレント 37

インストール、対象フィーチャーの決定
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インストール、追加ソフトウェア 75

インストール、必要な System z サーバ
ー・ツール 75

インストール、変更 67
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メージから 12, 26

インストール、HTTP サーバー上のリポジ
トリーから 12, 28

インストール、Installation Manager 20

インストール、Packaging Utility 79

インストール作業 25

インストール済みパッケージ、ライセンス
情報の表示 60

インストール方式 11

インストール要件、クライアント 3

インストール・コマンド、サイレント 43

インストール・リポジトリー 21

インストール・ログ・ファイル、サイレン
ト 47

イントラネット・サーバー
ヘルプ・コンテンツの提供 56
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